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心 の 糧
大 祝 福 師

エ ル ド レ ッ ド ・Ｇ ・ス ミス

リス トが 地 上 に来 られ ， サ タ ンが縛 られ る福 千年 の 間 に， も し我 々 が生 きるキ

こ とを 許 され る とす れ ば ， 主 に仕 え ，主 の戒 め を 守 る こ とは容 易 で あ ろ うと

我 々 の 多 くは考 え て い る。

ヨハ ネ は次 の よ うに書 いて い る。 「また わ た しが 見 て い る と， ひ と りの御 使 が，

底 知 れ ぬ 所 のか ぎ と大 き な鎖 とを 手 に持 って ， 天 か ら降 りて きた。 彼 は， 悪 魔 で あ

りサ タ ンで あ る龍 ， す な わ ち， か の年 を 経 た へ び を捕 え て千 年 の 間 つ な ぎ お き， そ

して ， 底 知 れ ぬ 所 に投 げ 込 み ，入 口を 閉 じて そ の上 に封 印 し， 千 年 の期 間 が終 わ る

ま で ， 諸 国 民 を 惑 わ す こ とが ない よ う に して お い た 。 … …」 （黙 示 ２０：１－ ３）

ル シ フ ェル ， サ タ ン と呼 ば れ る悪魔 が縛 られ る故 に， す ば ら しい輝 か しい状 態 と

な る千 年 間 につ い て は他 の 多 くの 聖 句 で 述 べ られ て い る。

聖典 はサ タ ンが 「鎖 で 縛 られ」 ま た「底 知 れ ぬ 所 へ 投 げ込 ま れ る」と言 って い る。

私 に と って は これ ら は象 徴 的 な言 葉 で あ る。 私 は サ タ ンを拘 束 す る金 属 の鎖 や穴

を 必 ず しも心 に描 くこ と はで きな い 。 サ タ ンを縛 り， サ タ ンを無 力 に させ る私 の知

って い る唯 一 の力 は， 義 な る生 活 で あ る。

天上 で 始 ま った戦 い は まだ 終 わ って い ない。 す べ て の 人 が サ タ ンに抗 す る力 を伸

ば して 初 め て ， その 戦 い は終 わ るで あ ろ う。 イ エス ・キ リス トで さえ も， 荒 野 で試

み られ た時 サ タ ンを 縛 らな けれ ば な らなか った 。 サ タ ン はイ エス に何 の 力 も持 た な

か っ た の は， イ エ スが サ タ ンの誘 惑 に抗 したか らで あ る。 そ の 次 第 は 次 の よ うに記

さ れて い る， 「悪 魔 は … …一 時 ・ｆエ スを 離 れ た 。」 （ル カ ４ ：１３）

あ な た が誘 惑 に立 ち 向 か っ て， それ が も はや 誘 惑 で な くな る と， サ タ ン は あ なた

を 支配 す る力 を失 って しま う。 そ して あ な たが サ タ ンに従 わ な い限 り， サ タ ン は縛

られ る こ と に な る。

た とえ ば ， も しあ な た が什 分 の一 を払 って そ れが な ん の重 荷 と も試 み と も感 じな

くな れ ば， そ の程 度 に従 って サ タ ンは縛 られ て しま う。 知 恵 の言 葉 を 守 っ た り， 純

潔 の 律 法 や 他 の福 音 の 律 法 に従 って生 活 す る こと に お い て も同様 の ことが 言 え る。

サ タ ン は その 分 野 で あ なた に対 す る力 を 失 うの で あ る。

今 あな た は徐 々 にサ タ ンを 縛 る こ とが で き るの で あ って， 福 千 年 ま で待 つ必 要 は

ない 。
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５月 のこよみ

１ 日 １８４６年 ノー ブー 神 殿 オル ソ ン ・

ハ イ ドに よ り献 堂 さ る。

３ 日 １８３４年 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス

ト教 会 と名 付 け ら る。

６日 １８３３年 聖徒 ら主 のために一つの

宮居 を建てよ と 命 ぜ ら

る。

９日 母 の日

１５日 １８２９年 バ プ テ ス マの ヨハ ネに よ

りア ロ ン神 権 回 復 さ る。

１７日 １８８４年 ロー ガ ン神 殿 ジ ョン ・テ

イ ラー 大 管 長 に よ り．献 堂

さ る。

２１日 １８８８年 マ ンタ イ神 殿 ロ レン ゾ ・

ス ノー 大 管 長 に よ り献 堂

さ る。

今 月 の 表 紙

発展す る教会。 これが今 月の表紙 が表

わ してい る意味で ある。新 しい教 会のオ

フィス ビルの進行ぶ りが古い ソル トレー

ク神殿 と対比 されてい る。教会員はいず

れにおいても常 に最上の ものを求め続け

てきた。ユ９７０年１０月の教会総大会の折に

幾枚 かの写真が撮 られ た。 それ らは築 き

上 げ，成 長 し，意義 ある事柄をな してい

る発展途 上にある教会 の会員 たちを よ く

表わす ものである。

、



／

「完 全 な る わ が 福 音 ・一

宣 べ られ ん が た め、

大 管長 ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス

１９７０年１０月 ２日 （金曜日）の総大会における説教

の 愛 す る兄 弟 姉 妹 ， 我 々は 末 日聖徒 イ エ ス ・キ リス ト

私
教会第 １４０回半期総大会を始めるにあたり，あなたが

たに歓迎の意を表わ したいと思う。

我々は，みたまと真理のうちに再び共に集まって主を礼拝

できるこの機会を主に感謝する次第である。 この大会の各会

の上に主の 「みたま」が豊かに注がれんことを祈 ってやまな

い。

またテレビ， ラジオ放送を通 じて我々と共に参加 している

信仰ある人 々，善良なる天父の他の子供たちを心か ら歓迎 し

たい。

私はあなたがたの信仰 と祈 りの力に支え られて話 したいと

願 っている。私が教義にも，証にも，感謝にも私の声を挙げ

ることができるのは光栄のいたりである。

私は過去６０年以上，各地の教会のステーキ部，伝道部にあ

って福音を宣べ伝えてきた。また聖徒たちに戒めを守るよう

訴え， この神権時代に啓示により我々にもた らされた救いの

真理を受け入れるように，天父の他の子供たちにもすすめて

きた。

私は生涯を通 じて聖典を調べ，そのまことの意味を理解す

るために主の 「みたま」の導きを求めてきた。

主は私を助けたまい，知識と救いの真理を教える機会をお

恵み下さった。

私は福音の諸原則に思いをめぐらしなが ら，長年の間私 と

すべての兄弟たちが教えてきた教えの中に，一致のあること

を知 り，強 く心を打たれている。福音の真理は永久に変わる

ことがなく，神ご自身のように，真理はきのうもきょう も，

永遠に同じである。私は過去に教え，書いてきた ことを同 じ

状況で再び教え，書き続けるであろう。

私 自身について言 うことは，教会のすべての兄弟，すべて

の長老にとって も同 じことである。 「汝 ら互いにこの王国の

教義を教ゆべ し」 （教義と聖約８８：７７）と言われるように，．「

我々はみな福音を説き，キリス トの儀式を執行 し，警告の声

を挙げるために召されているのである。

この神権時代の初期に，主は導 きと教えを施すために召さ

れた人々について次のように言われた。 「あらゆる人々は主

なる神すなわち世の救い主の名によりて語 らんため……完全

なる福音，弱き者たち単純なる者たちによ．りて世界のいやは

てまでも宣べ られ，また王と統治者 との前に宣べられんがだ

めなり。」（教義と聖約 １：２０，２３）

福音を 「宣べんために出で行 く」人々，教会の す べ て の

「長老，祭司および教師たち」に対 して，「「みたま』に導か

るるまま」 「聖書 と完全なる福音を載せたるモルモシ経とに

誌 されたるわが福音の原則を教 うべし」 と主は言われたｂ（教

義 と聖約４２：１１－１３）

主の代理人である我々は，世の哲学やこの科学の時代の仮

説を教えるために召され，権威を与えられている の で は な

い。我々の使命は簡潔明瞭な救いの教義を，啓示され聖典に

しるされたままに提示することに他ならないのである。

１１７



主は， 「みたま」に導かれるまま，聖典にある福音の諸原

則を教えるよう我々に指示 されてか ら，教会員全員にとって

大切で偉大な宣言をされた。すなわち 「この 「みたま」は，

信仰の祈 りによりて汝 らに与えらる。而 して汝 らもし 『みた

ま』を受けざる時は教 うべからず」。（教義 と聖約４２：１４）

これらの啓示の精神に従い，あらゆる人々へのあふるる愛

を もって，私 は，教会の会員たちが福音を学び実践 し，力 と

エネルギーと財産を投 じて，世に福音を宣べ伝えるよう提案

したい。

我々は主か ら一つの使命を与え られた。主は我々に神聖な

委任をされた。主は我々に疲れを知 らぬ勤勉さを もって出で

行き，ジョセフ ・ス ミスに啓示された救いの真理を主の他の

子供たちに伝えよと命 じられたのである。

永遠の父なる神は救いの計画の立案者であり， この計画は

イエス ・キリス トの福音である。すなわち 「キリス トの贋罪

により，すべての人類は，福音のおきて と儀式 とを守ること

によりて救われ得 る」のである。 （信仰箇条第 ３条）

どの時代にも福音が地上にある限り，それは主の予言者に

啓示されねばならない。また予言者は為政者のごとく立つた

めに召され，彼とそのはらからのために救いの諸儀式を執行

しなければならない。

ジョセブ ・スミスは主が救いの真理を回復するためにこの

時代に召された予言者であり，これら救いの真理を説 き行な

う鍵と力とを受けた人物である。

主はジョセブに 「今の代の人 々には，汝によりてわが言を

与 うべし」 （教義と聖約 ５：１０）と言われた。

また主はジョセブ ・スミスにより回復された福音に関 して

言われた。 「王国のこの福音は，すべての国民に証をなさん

ため全世界に宣べ伝えられん。 しか して後に，終りすなわち

悪 しき者の滅亡は至るべし。」（ジョセフ ・スミス １：３１）

このように我々はイエス ・キリス トのみ名 とジョセブ ・ス

ミスの名につながっている。キリス トは主であり，あがない

の犠牲をな し遂げられたお方，よみがえりであ り， 命 で あ

る。主を通してすべての人は不死不滅になり，主の律法を信

じて従う人は永遠の生命をも受けるのである。

ジョセブを通 して啓示されたこれらの真理は，’主の再臨に

先だっ七すべての国民に出で行 くものであるので，モロナィ

がジョセフ ・ス ミスに次のように言 ったことを知 っても驚 く

にはあたらない。、「彼の名は，あらゆる国民，あらゆる血族

あらゆる国語の民の中に善 くも悪 しくも覚えられ，「あらゆる

１１８

人々の中に善 くも悪 しくも語 らるべ し。」（ジＬヨセフ ・ス ミス

２ ：３３）

そしてまた主が予言者に次のごとく言われたのを知ってい

ささか も驚 くにはあたらない。 セ地のいや果にある者す ら汝

の名を訊ね，愚かなる者ども汝を嘲弄 し，地獄は汝に向いて

怒 りを起さん。然るに心の潔き者，賢き者，貴き者，徳ある

者たちは汝の手の下よりいさめと権威と祝福とを常 に求 め

ん。」（教義 と聖約１２２：１－ ２）

現在，地のすみずみからジョセブ ・ス ミスの名がたずねら

れ始め，多 くの国々の民が彼により回復された福音を享受 し

ている。

この神権時代の初めか ら，ジョセブ ・ス ミスにあらわされ

たままに，イエス ・キリストについての証 は，合衆国， カナ

ダ，英国， ヨーロッパ各地，太平洋の島々に宣べ伝えられて

きた。

近年，メキシコや中南米の国々においても，福音はほとん

ど信 じがたいほどに広まってきている。またアジアでは，い

まだかつてなかった方法で福音のおとずれが広まっている。

教会は日本，韓国，台湾，香港に確立され，我々はタ・イ，シ

ンガポール，インドネシアにおいても始めようとしている。

まだ真理のおとずれを聞いていない他の国々においても，

主のみこころにより門戸が開放される日がやがて来ることで

あろう。そこでイスラエルの長老たちは出で行 き，それ らの

国々の正直な人々にキリス トと福音について，ジョセフ ・ス

ミスによりこの時代にもたらされたままに語るであろう。

今や実に我々が宣教師を送 りきれない程，数多くの国々の

門が開かれているのである。我々はすべての資格ある末 日聖

徒の若人が，主の使いとして出で行 き，地上の国民に真理の

証人として立つ日を目に したいものである。

現在ではこの宣教師群の中に多数の安定 した年配の夫妻の

方々も含まれている。資格があり，健康と条件が許す人 々は

生活を整えて，その可能性を監督に知らせ，福音を宣べ伝え

る召しに応 じられるよう我々は望んでやまない。

またこの業につ く若い姉妹たちも大勢いる。 しかし兄弟た

ちに課せ られるのと同 じ責任ではない。我々は，若い姉妹た

ちが主の神殿でふさわしい結婚をすることに大きな関心を抱

くものである。

会員たちは宣教師を支えるために，財政的援助を し，福音

を広めるために財産を寄付されるよう我々はすすある，

偉大な宣教師の働 きに協力されている方々に心か らの賞賛



を送 りたい。

ジョセフ ・ス ミスは， 「いろいろ語 られたあげく，最 も偉

大で大切な務めは福音を宣べ伝えることである。」（予言者ジ

ョセブ ・スミスの教え 英文 Ｐ．１１３）と言った。

いたる所にいる天父の子供たちが，地のもろもろの国民に

宣べ伝えている宣教師の言葉に注意を向けられるようすすめ

る次第である。

彼 らが自分たちの神として主を受け入れ， 「みたま」と真

理とイエス ・キリス トのみ名におい℃主を礼拝 されることを

願ってやまない。

すべての人々がキリス トを信 じ，心からキリス トを天父の

独 り子，神の御子として受け入れ，主の聖なるみ名を信 じ，

主の戒めを守り，主のみ名により，遣わされた人々を受け入

れることによって，主に対する愛を表わされんことをすすめ

る。 ， ．「凹

もし人々がキリス トを儀 じ，罪を悔い改あ，戒めを守 るこ

とをバプテスマの水に入って誓約 し，この権能に召され聖任

された人の按手により聖霊を受け，このように して戒めを守

るならば，この世においても来たるべき永遠の世においても

平安を得るにちがいない。

さて，世を捨て教会に加入するすべての人々，全教会員に

私が申しあげたいζとは，教会員であることが必ず しも福音

の完全な祝福を受け，日の栄の王国に入る約束を受けること

ではないということである。．バプテスマ後も我々は戒めを守

り，最後まで耐え忍ばねばならない。

教会員についてニーファイは言った。 「あなたたちはこの

真直 ぐで狭い道に入った ら，それで万事終りであるか。」 そ

して彼は答えた。 「ごらんそうではない。あなたたちがもし

もキリス トの言葉によってキリス トを確 く信仰 し１入を救う

大きな能力のあるキリス トの功律に全 く頼 ら誉かったなら，

あなたたちはここまで進んで くることさえでき１なかったので

ある。それであるか ら，あなたたちはこれか らもキリス トを

確 く信 じて疑わず，完全な希望の光を抱き，神とすべての人

とを愛 して強 く進まなければならない。それであるか ら，こ

の後 もたえずキリス トの言葉をよく味わいなが ら強 く進み，

終 りまで堪え忍ぶならば 『永遠の生命を受ける』か くの如 く
し

天の御父が言いたもうた。」（皿ニーファイ３１：１９７零０）

世の中に福音を受け入れその栄ある祝福を潭け継 ぐ者とな

る以上に大切燐ことはない。

バプテスマの後に戒めを守ることは教会員にとって最も大

切な勧告である。主は我々に悔い改めと主の律法への忠実さ

を条件 として救いを与えられる。

世の人 々が悔い改めて真理を信 じ，キリス トの光を輝かせ

あらゆる真理の原則を守 るよう願 っている。なぜならこれ ら

の原則は，この時代に啓示 された光 と知識をさらに加えてい

るか らである。私 は，世の人々が末 日聖徒イエス ・キ リス ト

教会に加わって，福音の祝福の数 々を受けられるよう心から

願っている。

私 は教会員が義 しい業をなし，戒めを守り， 「みたま」を

求め，主を愛 し，まず神の王国の事柄を生活に取 り入れ，主

のみ前におそれか しこんで救いを得 られんことを切に願 う次

第である。

さて教会の内外すべての方々に，私はこの大いなる末日の

み業が真実で，神聖であると証する。

神は生き≠こまい，イエス ・キリス トはその御子である。天

父 と御子が， この時満ちたる神権時代を先導するために１８２０

年の春，ジョセフ ・ス ミスに現われたもうたことは確かであ

る。

ジョセブ ・ス ミスは神の賜 と能力 とにより，モルモン経を

翻訳した。また 「ユダヤ人 と異邦人 とにイエスは永遠の神な

るキリス トにましまして，万国の民に現われたもうことを確

信 させるためである」 （モルモン経の扉）というのは確かで

あるα

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会は地上の神の王国であり，

現在設置 され指揮 されているごとく，主の承認を受けて，主

が示 したもう道を進んでいるのである。

これはまさしく主の教会であり，主歩導いておられること

をすべての人に知 らせよう。 このような神の組織の会員であ

ることは何とすばらしいことではないか。

神⑱み業ヵ拡 がり，すべての国の心の直き人々が教会に導

かれるよう心か ら祈っている６

私は宣教師と新会員に神の御加護があって成功をおさめ，

また父なる神が愛とあわれみとをもって彼 らを見たまい，心

に義 しい望みを与えられんことを願 ってやまない。

この危険な時代，歴史上かつてないほどに福音の標準が必

要とされる時代に，教会と世の若人にみ守りがあ らん こ と

を。

私 は， 主 が この 世 の上 に，教 会 の 上 に 我 々一 人 一 人 の上 に

．豊 か に注 ぎ た も うた祝 福 のす べ て に心 か ら感 謝 し奉 る。 主 イ

エ ス ・キ リス トの み 名 に よ り， ア ー メ ン。

ｉ１９



１９７０年 １０月 ４日， 日曜 日朝 の 説教

神 に会 う用意 をす る時

第一副管長および十二使徒会会長

ハ ロ ル ド ◎Ｂ ・ リ ー

世量睾百警 譜 膿 二
る人が少な くない。それらは，政治的

な策謀，いたる所に見られる戦争や不

和，両親の欲求不満，神聖な場として

の家庭を崩壊する恐れのある社会問題

との戦い，子供や若人が信仰や道徳面

でチャレンジを受けた時に起 こす欲求

不満などである。

喜んで耳を傾け，従 う場合にのみ，

あなたと家族は主の道にある究極の平

安へと導かれる。

この乱れた世の中には，地上の人間

が放つ苦悩の叫びがある。そしてまた

苦 しい問題を解決 し，人類を脅かすす

べてのものか らこの苦悩を耶 り除 く道

を欲する強い気持がある。

昔の予言者たちの教えによく通じて

いる者にとっては，現在私たちのまわ

りにあるすべてのものがたとえ混乱 し

ているように見えても，その意味を疑

うことはぽとんどない筈である。・

予言は，裏返すと歴史と言 ってよい

であろう。私たちはす ぐ目の前で，霊

１２Ｑ

感を受けた過去の予言者たちによる予

言が成就するのを目に している。この

神権時代がまさに始まった時に，主は

啓示を通 してはっきりと私たちに，地

より平和の取 り去 られ，悪魔 自らの領

土を支配する時は今や近 きにありと言

われた。 （教義と聖約 １：３５参照）近

代の予言者たちは，戦いや戦いのうわ

さについて聞 くであろうとも予言 して

いる。 Ｐ全世界は揺れ動 き，人 々は怖

れおののきて言わん。キ リス トは世の

終末までこの世に来 ることを延ばされ

たり， と。人 々の愛は冷やかになり，

不法は満つべ し。」（教義 と聖約４５：２６

－２７）

主は十字架にかかられる前に，弟子

たちか ら再臨に先がけてあらわれるし

るしについて問われてこう答えておら

れる。 「その時，ユダヤ人とエルサレ

ムに住む者に大いなるなやみあらん。

……もしその日少 くせられずば，かれ

らは一入だに救わるることなか らん。

されど選民のため，誓約に従いてその

日少 くせ らるべ し。犀は民 に国は国に

逆 らい て 立 ち， ま た飢 饅 ， 疫病 ， 地 震

と こ ろ ど こ ろ に あ らん 。」 （霊 感 訳 聖 書

マ タ イ２４：１８－ ２０， ３０， お よび ジ ョセ

フ ・ス ミスの 著 １ ：１８－２０， ２９参 照 ）

主 は確 か に， 「人 を そ の 父 と， 娘 を

その 母 と， 嫁 を そ の しゅ うと め と仲 た

が い させ …… ， そ して 家 の者 が， そ の

人 の 敵 と な る」 時 の こと を語 った の で

あ るσ （マ タ イ１０：３５－ ３６）

これ らの こ とか ら次 の よ うな質 問 が

出 る と思 わ れ る。 苦 悩 の 中 に あ って大

い な る不 安 を持 つ者 は ， だ れ に対 して

答 え を求 め， 吹 き荒 れ る 「あ ら しを さ

け る避 け 所 」１を求 め れ ば よ いの だ ろ う

か。

全能なる神は，御子であられる救い

主を通 して道を示 し，すべての入に安

全への確かな導 きを与えられた。そし

て主がその聖徒 らを支配 し，その真中

にありてこれを統治 し， この世に下る

審判のために天より．降 り来ると言われ

た。 （教義と聖約 １・：３６参照）

主はすべての人に向かって 言 わ れ

た。 「目をさましていなざい。いつの



日に あな た が た の 主 が こ られ る のか ，

あな た が た に は， わ が らな いか らで あ

る。 だ か ら， ちな た が た も用 意 を して

い な さい 、思 いが けな い時 に人 の子 が

来 るか らで あ る 口 （マ タ イ ２４：４２，

４４）

ま た こ う勧 告 して お られ る。 わ が 弟

子 た ちは， 聖 地 に立 ちて 動 くこ とな か

るべ し． され ど悪 しき人 々 の中 に は，

声 を挙 げ て神 を の ろい 死 ぬ る者 た ち あ

らん 。」 （教 義 と聖 約 ４５：３２）

以上 参 照 した主 の約 束 を 心 に留 めて

私 は しば しの 間， す ば ら しい計 画 に つ

い て 簡 単 に述 べ た い と思 う。 そ れ は，

この 世 か ら究 極 の運 命 す な わ ち生 命 を

与 え て 下 さ った神 の も とへ立 ち返 るま

で の 行 程 にお い て ， す べ て の人 の救 い

が 従 順 にか か って い る とい う計 画 で あ

る。 そ して 「その 聖 徒 らを 支配 し， そ

の真 中 に あ りて これ を 統 治 」 す る とい

う約 束 を 成 就 す るた め に主 が 使 い た も

うの は， ま さ し くこ の方 法 で あ る。

この福 音 の神 権 時 代 の初 め に おい て

この計 画 に は名 前 がつ け られ ， 私 た ち

の教 会 の前 に崇 高 な 目的 が は っ き りと

打 ち出 され た の で あ る。

１世紀 以上 も前 に主 は こ う 言 わ れ

た 。

「ま た か くの 如 く， わが 永 遠 の誓 約

を 世 に遣 りて 世 の 光 と な し， ま た わ が

民 と この 光 を求 め来 る異 邦 人 と の た め

に 一 つ の旗 とな しわ が前 に道 を備 うる

た めわ が 前 に 立 つ 一人 の 使 と な し た

り 。」 （教 義 と聖 約 ４５：９）

それ故 この 計 画 は ， １人 以上 の人 間

が 関 わ る契 約 を 意 味 す る 誓 約 で あ っ

た 。 主 に選 ば れ た 者 と この 計 画 か ら恵

み を 受 け る 世の す べ て の 者 に と って は

標 準 で あ り， そ の 目的 は万 人 の必 要 を

満 た し， 世 を主 の再 臨 に備 え させ る こ

と で あ った。

前 世 に お い て この計 画 を発 表 した場

に集 ま った の は， 天 父 の霊 の子 供 た ち

全 員 で あ る。古 代 の 予言 者 ア ブ ラハ ム

や エ レ ミヤは 旧約 聖 書 の中 で， 神 エ ロ

ー ヒ ムが そ の 場 に お られ た こ とを， そ

して また 長子 エ ホバ， ア ブ ラハ ム， エ

レ ミヤ， その 他 多 くの 偉人 た ちが い た

こ とを 明 らか に記 して い る。

地 球 が 形 造 られ る に先 立 って ， す べ

て の組 織 され た英 智 た ち は霊 と して こ

の場 に い た の で あ る。 そ の中 に は この

永 遠 の計 画 を遂 行 す る上 で統 治 者 や指

導 者 と な る に ふ さわ しい行 な い を前 世

に お い て な した偉 大 な霊 や す ぐれ た霊

た ちが あ った 。

使 徒 パ ウ ロは コ リ ン ト人 に宛 て た手

紙 の 中 で 次 の よ うに教 え て い る。 「多

くの 神 ， 多 くの主 が あ る よ うで は あ る

が わ た した ちに は， 父 な る唯 一 の 神 の

み が い ま す の で あ る。万 物 は この 神 か

ら出 て ，わ た した ち も この神 に帰 す る 。

ま た唯 一 の 主 イ エ ス ・キ リス トの み が

い ます ので あ る。 万 物 は この 主 に よ り

わ た した ち も この主 に よ って い る 。」

た ちに 与 え られ た啓 示 に簡 単 に記 さ れ

て い る よ うに ， 神 々の評 議 会 の様 子 が

少 しうか が え る。

父 な る神 の 命 令 の も とに エ ホバ が指

示 を下 し， 地 と それ に つ け るす べ て の

も のが 組 織 され 形 造 られ た 。 彼 ら （神

々） は地 に 「命 じ」， 「見守 り」， 「備

え」２た も うた。 そ して ， あ らゆ る種 類

の生 き物 ， あ らゆ る もの， ま た人 間 を

地 に もた らす よ う 「神 々 同志 議 り」，

救 い の計 画 を遂 行 す べ く地 を備 え た も

うた。 この青 写 真 に もた とえ られ る救

い の計 画 に よ り， 「神 の栄 光 」 す な わ

ちす べ て の 「人 に不 死不 滅 と永 遠 の生

命 とを もた らす 」３とい う神 聖 な 目的 に

必 要 なす べ て の面 に お い て ，神 の子 供

た ち は導 きを 受 け， 訓 練 され るの で あ

る。 永 遠 の生 命 と は， 命 じ られ た す べ

て の ことを なす こと に よ り， 神 と キ リ

ス トの住 ま う最 高 の栄 で 永 遠 に続 く生

命 を受 け る こと で あ る。 （ア ブ ラハ ム

輪 霧瀞 触 講 お 慮

（１コ リン ト８ ：５－ ６）

特 に， 父 な る神 に つ い た 「か ら」 と

い う言 葉 と， 主 イ エ ス ・キ リス トにつ

い た「に よ って」とい う言 葉 に注 目 して

い ただ きた い。 この聖 句 で は それ ぞれ

の方 の役 割 が は っ き りと示 さ れ て い

る。 主 は父 な る神 の命 を 守 って ， 万 人

の救 い の計 画 を完 全 に遂 行 さ れ る ので

あ る。 （ア ブ ラハ ム ４章 参 照 ）

神 が 管理 され る とい う計 画 に よ って

この原 則 を理 解 す る と， 古 代 の予 言 者

簸

轟 働

麟 轡 鍵 、

罐紙

４

３ ：２５参 照 ）

この救 い の計 画 は次 の は っ き りと し

た ３つ の原 則 を 含 む 。

第 １に， す べ て の人 は神 の律 法 に従

順 で あ る こと に よ る 「自 由 と永 遠 の生

命 」 ， ま た は不 従順 に よ る霊 的 な 「束

縛 と死 」 の いず れか を 自分で 選 ぶ と い

う特権 が与 え られ て い る。 （皿ニ ー フ

ァイ ２ ＝２７）

自由 意 志 は 神 が人 に 与 え た も うた賜

の中 で 生 命 の 次 に 大 い な る賜 で あ る。

１２１



そ れ は， 神 の子 供 た ちが この 死 す べ き

第 ２の位 で進 歩 す る うえ で大 切 な も の

で あ る。 ア メ リカ大 陸 に住 ん だ予 言 者

は この こ とに つ い て， 主 の永 遠 の 目的

を成 就 す る た め に は反 対 が な け れ ば な

らな い と，古 代 の聖 典 で 息子 に説 明 し

て い る。 そ して一 方 で は 善 に よ る誘 惑

他 方 で は悪 に よ る誘 惑 が 必要 で あ る と

言 つた 。 聖 典 の言葉 に よ る と，’ 「禁 断

の実 に対 して は生 命 の 木 が あ って これ

は甘 くか れ は苦 か った 。」 と あ る。 さ

らに説 明 は続 く。 「そ れ で あ るか ら，

主 な る神 は随 意 に行 う 自由 を 人 間 に 許

した もう た。 しか し人 間 は も し もあれ

に誘 わ れ これ に誘 わ れ な けれ ば ， 随 意

に選 び行 な う こと はで き な い の で あ

る ｏ」 （皿ニ ー フ ァ ／ｆ２ ：１５－ １６）

神 か ら与 え られ た 計 画 の 第 ２の 原 則

で は贋 い を す る救 い主 の必 要 性 が 伴

う。 この 瞭 い に よ り， 神 の 最 も愛 した

もう御 子 は， ヨハ ネが バ トモ ス島 で 示

現 に 受 けた よ うに 「世 の初 めか ら」「ほ

ふ られ た小 羊 」 と して 私 た ち の救 い 主

と な られ た （黙 示 １３：８） 今 １人 の 予

言 者 は神 の御 子 の使 命 につ いて ， 「あ

らゆ る人 間 の た め に と りな しを した も

う。 それ で あ るか ら， メ シ ヤを 信 ず る

者 は救 わ れ る ので あ る」 と 言 っ て い

るｏ （皿ニ ー フ ァイ ２ ：９）

救 い の計 画 を よ く理 解 して い ない 人

々が ， 神 の恵 み だ けで 人 は救 わ れ る と

言 うのを よ く耳 にす る。 しか し神 の恵

み に つ い て正 しい教 義 を理 解 す る た め

に は， も う １人 の予 言 者 が 意 味 深 い言

葉 で述 べ て い る次 の説 明が 必 要 で あ ろ

う。

私 た ち が力 を つ く し て 書 き誌 す の

は， 自分 た ちの子 孫 と兄 弟 た ちを説 得

して キ リス トを信 じさせ， 神 との一 致

を得 させ るた めで あ り， そ れ は人 が最

善 を つ く して は じめ て ，神 の め ぐみ に

よ り救 わ れ る こ とを 知 って い るか らで

あ る 。（皿 ニ ー フ ァ・ｆ２５：２３）正 に， 私

た ち は世 の救 い主 の瞭 い の血 に よ って

１２２

購われるのではあるが，それは自身の

救いのためにできることをすべて成 し

遂げた時にのみ言えることである。

救いの計画の第 ３番 目の大いなる原

則はすべての人類 は，．福音のおきてと

儀式とを守ること に よ りて救われ得

る」ということである。（信仰箇条第 ３

条）救いをもた らすこれ らの重要なお

きてと儀式は次のようにはっきりと打

ち出されている。

第 １，主イエス ・キリス トを信ずる

信仰。

第 ２は罪の悔改めであり， これは神

のおきてに対する不従順の罪を離れた

後，二度と再び同 じ罪を犯さないこと

を意味する。 この点について主は明白

に言われた。 「汝 ら往きて今より罪を

犯すなかれ，罪を犯す者 （当然，悔改

めた筈の罪を，再び犯す ことを意味す

る）にば前の罪彼に返るべ しと主なる

汝 らの神言 う。」（教義 と聖約８２：７）

第 ３は水 と霊によるバプテスマであ

る。主がニコデモに教えられた通 り，

この儀式によってのみ人は神 の 国 を

見，そこへ入 ることができ るの で あ

る。」（ヨハネ３－ ４－ ５参照）

復活された救い主は，同 じ教えをア

メリカ大陸の聖徒たちにも力強 く印象

づけておられる。おそらく弟子たちに

送 る最後のみ言葉であったと思われる

が，主は忠実な聖徒たちに教 え られ

た。 「清からざるものは御父の王国に

入ることを得ず。信仰をし，すべての

罪を悔い改め，終 りまで誠をつくし，

以てわが血によりてその衣を洗いし者

のほかには御父の安息に入 り得 る者な

し。さて，世界の隅々に至 る者 た ち

よ。汝らは聖霊を受けて聖 められ，ま

た終りの日にわが前に罪な しとせられ

んために今悔い改め，われに来てわが

名によりてバプテスマを受けよ。これ

汝 らに与うる命令なり。われまことに

まことに汝 らに告 ぐ，以上 はわが福音

なり．。」（皿ニーファイ２７：１９－２１）

国籍や肌の色，主義を問わず，地上

に住むすべての者を含めた神の子供た

ちがイエス ・キリストの福音を伝える

真の使いの言葉に耳を貸すならば，主

が約束された通りすべての人はやがて

主にまみえ，主を見分けるであろう。

その時人々の受けた召 しと選びとは確

かなものとなり４，彼 らは 「モーセの息

子たちとなり，アロンの息子たちとな

り，アブラハムの子孫となり，また…

…神の選民 となる」のである。 （教義

と聖約８４：３４）

終 りまで忠実な者に用意されたこの

栄えある約束は，主がなされた放蕩息

子のたとえ話の中にはっきりと描かれ

ている。忠実で自分の相続権を無駄に

しなかった息子に対 し，主が天父なる

神にたとえられた，その父親はこう約

束 している。 「子よ，あなたはいつも

わた しと一緒にいる し，またわたしの

ものは全部あなたのものだ。」（ルカ

１５：３１）

主は近代の予言者を通 レて，今日忠

実で従順な者に対する約束として啓示

している。わが父⑱もてるすべては彼

に与えらるべ し。」（教義と聖約８４：３８）

それとも，私たちはナイアガラの滝

の上流にいて，危険な急流に近づこう

としているむこう見ずな者 と同じよう

になろうとするだろうか。安全な方向

を知らせる番入の警告があるにもかヵ・

わらず，むこう見ずな者は完全にそれ

を無視 し，笑い飛ば し，飲んだり踊 っ

たり，馬鹿にしてついには朽ち果てて

しまう。

見るからに気違い じみて， 「狭 く細

い道」５を通って自分のもとへ来 るよう

に説得 してもいつも耳を貸さない当時

の世を目にして，イエスは涙を流 され

た。神の永遠なる救いの計画ではこの

狭 く細い道がはっきりと示されている

のである。

イエスがその昔次のように叫んだ言

葉は今日でも私たちの耳に聞える。「あ



あ， エ ル サ レ ム， エ ル サ レム， 予 言 者

た ちを 殺 し， お ま え に つ か わ され た人

た ちを 石 で 打 ち殺 す者 よ。 ち ょ うど，

め ん ど りが 翼 の 下 に そ の ひ な を集 め る

よ うに ， わ た しはお ま え の子 らを幾 た

び 集 め よ う と した こ とで あろ う。 そ れ

だ の に ， お まえ は応 じよ う と しな か っ

た 。」 （マ タ ・ｆ２３：３７）

黙 示 者 ヨハ ネの語 る今 １つ の た とえ

話 に あ る よ うに ， 当 時 イ ェ ス が エ ル サ

レムの 人 々 に聖 な るみ姿 で訪 れ た 如 く

今 日で も私 た ちを訪 れ た も う こ とを，

世 の人 々 は知 るで あ ろ う。

主 は言 わ れ た 。 「見 よ， わ た しは　

の外 に立 って ， た た いて い る。 だ れ で

もわ た しの声 を 聞 い て 戸 を あ け る な ら

わ た しは そ の中 に は い って 彼 と食 を 共

に し， 彼 も また わ た しと食 を 共 にす る

で あ ろ う。 勝 利 を得 る者 に は， わ た し

と共 に わ た しの座 につ か せ よ う。 それ

は ち ょ うど， わ た しが 勝 利 を 得 て わ た

しの父 と共 に そ の御 座 に つ い た の と同

様 で あ る 。」 （黙 示 ３ ：２０－ ２１）

そ して今 ， 使 徒 や予 言 者 た ち と い う

土 台 の上 に建 て られ ， 主 キ リス トを隅

の か し ら石 と した （エ ペ ソ ２ ：２０） 真

の教 会 が教 え る救 い の計 画 が こ こに あ

る。 平 安 は主 キ リス トに よ っ て の み も

た ら され る。、そ れ は世 が与 え る よ うな

もの とは異 な り， 主 ご 自身 と同 じ く世

の もの に打 ち勝 つ者 に主 だ け が与 え ら

れ る平 安 で あ る６。

「この人 に よ る以 外 に救 は な い。 わ

た した ちを 救 い う る名 は ， これ を 別 に

して は， 天 下 の だ れ に も与 え られ て い

ない か らで あ る 。」 （使 徒 ４ ：１２）

この こ とを す べ て 私 は心 か ら主 イ エ

ス ・キ リス トの み 名 に よ り証 す る もの

で あ る。 ’

，最 近 あ る集 会 で ， 私 は あ る少 女 の 心

暖 ま る証 を 聞 いた 。 彼 女 の父 親 は医 師

か ら不 治 の病 い と宣 告 され た病 気 に苦

しん で い た。 こあ父 親 は １晩 苦 しん だ

あ げ く， あ くる朝 心 の底 か ら妻 に言 っ

た 。 「今 日 も感 謝 して い る よ」 「何 の

こ と ？」 彼 女 は尋 ね た 。 彼 は こ う答 え

た 。 「神 が も う １日君 とい られ る 日を

私 に 与 え て 下 さ った こ とだ よ 。」

私 は， 今 日 この 放 送 を 聞 い て お られ

る方 々 も同 じよ うに ， 神 が 今 １日与 え

て 下 さ った こ とを 感 謝 す る よ う心 か ら

お願 い したい 。 何 の た めに ？そ れ は 何

か や り残 した こ とを す るた めで あ る。

悔 い 改 め る こ と， 誤 りを 正 す こ と， わ

が ま ま な子 を 良 い 方 向 に導 くこ と， 助

けを 求 あ る人 に援 助 の 手 を 差 しの べ る

こと， つ ま り神 に合 う用 意 を す るた め

に神 が今 １日を 与 えて 下 さ った こと に

感 謝 す る ので あ る 。７

い たず らに先 走 って は な らな い。 今

日の 問題 に立 ち向 か う力 を求 め よ。 主

は 山上 の垂 訓 で こ う忠 告 し て お ら れ

る。 「あ す の こ とを思 い わ ず ら うな。

あ す の こ とは ， あ す 自身 が思 い わず ら

う、で あ ろ う。 １日の苦 労 は ， そ の 日 １

日だ けで 十 分 で あ る 。」（マ タ イ ６ ：３４）

自分 にで き るす べ て の こ とを な し，

あ と は私 た ち の父 で あ る神 に委 ね よ。

最 善 を尽 します と言 うだ けで は十 分 で

は な く， 自分 の力 の及 ぶ こ と， 必 要 な

こと はす べ て します と言 う べ き で あ

る。

ニ ュ ー ヨ ー ク市 に あ る市 立 ラ ジオ音

楽 堂 の壁 に ， 以 下 の よ うな 深 い 意味 あ

いの あ る言葉 が 刻 まれ た額 が掛 け られ

て い る。

「人 の 究極 の運 命 は
，新 しい 知識 ，

発 見 ， 征 服 を もの に した こ とで 決 ま る

ので は な く，教 え られ た 知識 を 受 け 入

れ る こと にか か って い る ｄ」

これ らの知 恵 あ る言 葉 が 今 日 ζ こで

聞 いて い るす べ て の人 た ちの決 心 に と

って か わ る よ う， そ して私 た ちの 目が

神 にふ さわ し く正 しい もの と な る よ う

私 は祈 りた い。 ま た全 身 が 光 明 に満 た

され ， 私 た ち の中 に暗 黒 が ない よ う，

そ してす べ て の こ とを 理 解 す る ことが

で き るよ うに祈 る。 （教 義 と聖 約 ８８＝

６７参 照）

．神 は そ の よ うに な る と認 め て お られ

る。 ・でエ ス ・キ リス トの み名 に よ りて

祈 り奉 る。 ア ー メ ン。

１ ．

２ ．

３ ．

４ ．

５ ．

６ ．

７ ．

イザ ヤ ２５：’４参 照

ア ブ ラハ ム ４ ：１６－ １８，２６参照、

モー セ １ ：３９参 照

皿ペ テ ロ １ ：１０参 照

マ タ イ ７ ：１４参 照

ヨハ ネ １４：２７参 ，照

ア ル マ ３４：３２参 照
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１９７０年 １０月 ３ 日， 土 曜 日朝 の説 教

「偽 善 者 よ
、 あ なたが た は

わ ざ わ いで あ る」

第 二 副 管 長

Ｎ ・エ ル ド ン ・ タ ナ ー

い先 日のこと，私 と話 していたつ
＿人が

このようなことを言った。

「ほらあそこに行 く人，彼 は全幅の信頼

をおける人ですよ。彼がいつもどんな

立場をとっているかご存知で しょう。

彼は決 して偽ったりしません。いつも

誠実で，飾 らないんですよ。」

同 じ日，ある人が別の人についてこ

う言った。 「彼がどんな立場をとるか

あなたにわか らな くても大 してまずい

ことではないですよね。彼の言葉が当

てになるかどうかなんてわかりっこな

いんですか ら。主だらたら彼をきっと

偽善者と呼ぶ ことで しょう。」私 は 彼

に同意 したい気持であった。

今日私が話をしたいと思 うテーマは

偽善である。それも特に，いたるとこ

にいらっしゃる末 日聖徒イエス ・キリ

ス ト教会の会員に申し上げたい。今や

私たちの教会には約 ３００万の会員がお

り，あらゆる人々がいる。主と同胞に

対 して充分な働きを し，自分のすべて

を捧げる備えのできている人々か ら，

まだ本当の意味で改宗 して い な い 人

々，イエス ・キリス トの福音を実践す

る意味やどこにあっても活発にみ業に

働 く意味のわか らない人々まで，いろ

いろな人々がいる。

もし私たちが主の祝福を受け，接す

る人 々か ら信 頼 を 得 よ うと す る な ら

ば， 福 音 を実 生 活 に生 か し， ま た 正 直

で 活 発 に福 音 の教 えを 実 践 し教 え る よ

う備 えを しな けれ ば な らな い。 決 して

自分 を 偽 って 装 うべ きで は ない 。 イ エ

ス ・キ リス トの福 音 は私 た ちが いか に

生 くべ きか を 教 え て い る。 偉 大 な福 音

の真 理 を い くつか 調 べ て み た い と 思

う。

主 は言 われ た。 「これ わ が 業 に して

わ が栄 光 ， す な わ ち人 に不 死 不 滅 と永

遠 の生 命 とを もた らす な り。」 （モ ー セ

１ ：３９）

「わ た しは よみ が え りで あ り
， 命 で

あ る。 わ た しを信 じる者 は， た と い死

ん で も生 き る。 ま た， 生 きて い て， わ

た しを信 じ る者 は， い つ ま で も死 な な

い 。」 （ヨハ ネ １１・・２５－ ２６）

主 を た め そ うと して， 「律 法 の中 で

どの い ま しめ が い ち ば ん大 切 な の です

か 。」 と尋 ね た 律 法 学 者 に答 え て 主 は

次 の よ うに言 わ れ た。 「「心 を つ く し，

精 神 を つ く し， 思 いを つ く して， 主 な

るあ な た の神 を愛 せ よ 。」 これ が い ち

ば ん大 切 な， 第 一 の い ま しめ で あ る。

第 二 も これ と同様 で あ る。 「自分 を 愛

す る よ うに あ な た の隣 り人 を愛 せ よ 。』

これ らの二 つ の い ま しめ に， 律 法 全 体

と預 言 者 とが， か か っ て い る 。」 （マ タ

ノｒ ２２：３６－４０）

ま た こ うも言 わ れ て い る。 「父 な る

神 の み ま え に清 く汚 れ の な い 信 心 と

は， 困 っ て い る孤 児 や や も め を 見 舞

い， 自 らは世 の汚 れ に染 ま ず に ，身 を

清 く保 つ こと に ほか な らない 。」 （ヤ コ

ブ １ ：２７）

私 た ち に は非 常 に は っ き り と した言

葉 で十 戒 が与 え られ て い る。 そ こ に は

何 らの注 釈 も必 要 で は な い し， 疑 問 の

余 地 を残 して い な い。 山上 の垂 訓 で ，

キ リス トが人 類 に向 か って 言 わ れ た こ

と に も， そ して ま た私 た ちを 導 く主 の

「み た ま」 と恵 み を 受 けた い と望 む 時

に私 た ち が何 を な すべ きか 教 え られ た

こ とに も疑 い は な い。 さ らに， 私 た ち

に は 自分 の人 生 を司 る高 度 な お きて を

述 べ た信 仰箇 条 が あ る。

イ エ ス は言 われ た。 「わ た しにむ か

って 「主 よ， 主 よ』 と言 う者 が ， み な

天 国 に は い る ので は な く， ただ ， 天 に

い ま す わ が 父 の御 旨 を行 な う者 だ けが

は い る の で あ る 。」 （マ タ イ ７ ：２１）

この末 日に主 は こ う 言 って お ら れ

る。 「汝 らわ が言 う と ころ を行 わ ば，

主 な る わ れ これ に対 して責 任 あ り。 さ

れ ど， 汝 らわ が言 うと ころ を行 なわ ず

ば汝 ら何 ら約 束 を 受 けず 。」 （教 義 と聖

約 ８２：１０）

、電
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そして栄光あふれ る次の約束を与え

られた。 「この誠命に従って歩むすべ

ての聖徒 らは，そのへそに健康を受け

その骨に髄を受けん。また智恵と知識

の大いなる宝まことに秘れたる宝を見

出さん。而 して走れども疲れず，歩け

ども気を失 うことなか らん。主なるわ

れ彼 らに一つの約束を与 う。 す な わ

ち，さつりくの天使はイスラエルの小

児たちが如 く，彼 らを過 ぎ越 して屠 る

ことなかるべし。」（教義と聖約８９：１８

－２１）

私たちは真実の信仰をもつように戒

められ，悪や偽善に警戒せよと注意を

促されている。事実，主は偽善の悪を

非常に強調 しておられる。あることを

公言 しておきなが らそれと違うことを

行なう者を，主はきびしく非 難 さ れ

た。 「偽善な律法学者，パ リサイ人た

ちよ。あなたがたは，わざ わ い で あ

る。へびよ，まむ しの子 らよ，どうし

て：地獄の刑罰をのがれることができよ

うか。」（マタノｆ２３：２９．３３）

辞書によると， この 「わざわい」 と

は，み じめあるいは悲 しい状態，非常な

苦悩，不幸，苦難，悲嘆な状態などを

意味する。 「偽善者」とはありもしな

い信念や主義を，さも持っているかの

ように装 う人，自分を偽る人，特に徳

や信仰があるように見せかける人のこ

とである。

福音書には救い主が偽善についてい

ろいろな例を述べていることが記録さ

れているが，いずれの場合も主はこう

言われている。 「偽善な律法学者，パ

リサイ人たちよ。あなたがたは，わざ

わいである。」、 鷺

私は偽善のもたらすいろいろなとが

について述べたいと思うが，それらが

私たち自身にどのようにあ て は ま る

か，．自分 自身をふ り返って見る必要が

あると思 う。今日の世の中の状態を見

てみると，『正 義の原則や慎 しみが無視

され ， 偽 善 が は び こって 国家 や個 人 の

問 題 が 悲 しい状 態 に置 か れ て い る。

主 は こう言 わ れ た 。 「その す る こと

は， す べ て 人 に見 せ るた めで あ る。 …

…ま た 宴 会 の上 座
， 会 堂 の上 席 を 好 み

… … や もめ た ちの 家 を食 い 倒 し
， 見 え

の た め に長 い祈 を す る。 だ か ら， も つ

と きび しい さば きを 受 け る に 違 い な

い。 … … は っか ， い の ん ど， ク ミンな

ど の薬 味 の 十分 の一 を宮 に納 め て お り

な が ら， 律 法 の 中 で も っ と も重 要 な，

公 平 と あ わ れ み と忠 実 とを見 の が して

い る。 それ も しな けれ ば な らな い が，

これ も見 のが して は な らな い。 盲 目 な

案 内者 た ち よ。 あ な たが た は， ぶ よ は

こ して い るが ， ら くだ は のみ こん で い

る。 … …杯 と皿 との 外 側 は き よ め る

が ， 内 側 は貧 欲 と放 縦 とで 満 ち て い

る。 あ なた が た は白 く塗 った 墓 に 似 て

い る。外 側 は 美 し く見 え るが， 内側 は

死人 の 骨 や， あ らゆ る不 潔 な もの で い

っぱ い で あ る。 この よ うに あ な た が た

も， 外 側 は人 に 正 し く見 え る が， 内側

は偽 善 と不 法 とで い っ ぱ い で あ る。 …

あ な たが た は預言 者 の墓 を 建 て ， 義 入

の碑 を 飾 り立 て て ， こ う言 ρて い る，

『も しわ た した ちが ， 先祖 の 時 代 に生

きで い た な ら，預 言 者 の血 を流 す こ と

に加 わ って は い な か った だ ろ う』 と。」

（マ タ ！ｆ２３：４－ ６， １４， ２３－ ２５， ２７－

３０）

ク リス チ ャ ンと公言 して い る私 た ち

に も この よ うな誤 ちが な い か ど うか，

自問 して み た らよ い で あ ろ う。 今 日で ．

も ご くあ りふ れ た こと で あ るが， 当 時

律 法 を厳 格 に守 っ た兄 弟 愛 が あ った。

しか し彼 らは他 の人 を す べ て け いべ つ

と非 難 の 目で 眺 め， 無 視 した 。 その た

め表 面 的 に は異 教 を 避 けて いて も， 精

神 的 に は異教 を 受 け入 れ て い た 。 ｒ

律 法 を 文 字 通 りに 守 るだ け で そ の精

神 を忘 れ ， 同胞 に対 して あ わ れ み と信

仰 を示 ざ な い と い う罪 を犯 して い る人

が私たちの中にいないだろうか。心構

えを変えることよりも，人の目につ く

表面的な行ないをする方に重 きを置い

ていないだろうか。体の内側を清める

唯一の方法は，謙遜になっそ悪に向か

っていた心を入れ変え，またできる限

り・ｆエス ・キ リス トの福音を実践する

ことにより心を清めることである。人

を欺 くことはできても神を欺 くことは

できない。

今日の文明がすべて白く塗った墓に

似ているという危険はないだろうか。

今や目を見張る機械類，高 くそびえ立

つ建物，そして進歩と称するものが無

数にある。しかしその裏には不安があ

り，人 と国家の争い，貧 しい者の救わ

れ得ない重荷，大規模な戦争による死

者の骨が内在 しているのである。だれ

かが言っていた。 「それでも私たちは

墓に塗料を塗って自分を守 ろ う とす

る」と。

いろいろな犯罪が生 じ，田舎から都

会へと人口が流出 している状態にあっ

て，道徳が低下 したり好色文学や映画

が横行 しようとも，私たちは正義のた

めにしっか りと立たなけれ ば なち な

い。

私たちはまた人生を台無 しにし夢本

人だけでな くまわりの者にも大 きな不

幸を与える薬の乱用に関心をもつべき

である。 しかし大人の生活にある偽善

は， これによって反抗を しようとして

いる若者にとって重大な影響力を有ナ

る。つまり，自分で悪い習慣を受け入

れていなが ら，子供が他の方法で自分

のまねをするとヒステリーを起 こすよ

うな偽善者の影響は子供に及ぶのであ

る。大人が正 しい模範を示す時にのみ

子供は大人の言葉に耳を傾ける。

法律やその他の手段によって，若人

を悪の習慣に落 し入れようと狙 ってい

る者の手に渡 さ．ないよ．うにする責任が

年々増 しているが，同時に私たちは悪
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の習慣に陥った人を立ち直 らせる責任

をおろそかにすることもできない。私

たちはいかにしたらクリスチャンだと

自称し，隣人すなわち助けのいるすべ

ての人を愛すると言えるだろうか。ま

たアルコ白ル患者や麻薬中毒者，仮釈

放になった人々を助ける施設を作ろう

ど尽力している人 と協力できないわけ

があろうか。それでも現実にそのよう

な施設が自分たちの周囲に入 り込むの

を嫌 うて，人 々の努力を妨害 しようと

する人がいる。 こういった不幸な人々

こそ私たちの助けが必要なのである。

私 たちは確かに良きサマリヤ人となっ

て，できる限 り人々を助けるよう備え

をしなければならない。

智恵の言葉を正確に守 っている人が

何人いるだろうか。そして自分のこと

は棚に上げておきながら，他人を非難

することに夢中になっている人が多 く ・

はないだろうか。また事業家として神

経質なほどに礼儀正しく，教会にもき

ちんと出席 していながら，社 会の明ら

かな不平等を受け入れている人，隣人

との交際で不正あるいは不公平な人が

いるのではないだろうか。

私たちは本当に心か ら隣人の福祉に

関心を抱いているだろうか。未亡人や

孤児を訪問 したり，貧 しい人や困って

いる人を慰め，食物や着物を分け与え

ているだろうか。予言者アルマはその

昔， 「人民相互の間に非常な不平等が

あって，ある者は甚 しく傲慢になって

ほかの者をいやしみ，貧 しい者や着物

のない者や飢えている者や渇いている

者や病気を している者や悩んでいる者

をかえりみないことを認め」ている。

聖典には， 「これはまことに民を非

常に悲 しませるもとになったことであ

るが，一方には……およそ救助を要す

る者を救助 し，たとえば貧 しい者に持

物を分け与え，飢えた者に 食 物 を 与

１２６

え」た人がいたと記 されている。 （ア

ルマ４：１２－１３）

最近扶助協会の組織やプログラムが

変わった ことで，姉妹たちは扶助協会

創立当初の目的，すなわちシオンの母

親や娘たちの霊的，知的，「道徳的福祉

をはかるということにさらに多 くの時

間と精力を使えるようになった。姉妹

たちのなすべきことは，福音を教え，

あらゆる世代の女性に立派な主婦にな

る準備をさせ，助けの必要な人に心か

らの奉仕をすることであろう。

このすばらしい組織に参加する姉妹

たちが毎週何千時間もの慈善奉仕を し

ているにもかかわ らず，援助の手を差

し伸べ られていない病人や孤独な人，

慰めのいる人が依然として多い。私た

ちはあらゆる機会をとらえてまわ りに

いる困っている人々に助けを与え，慰

めな‘ければならないのである。利己的

な考えからこの世の富や宝を得 ること

ばかりに夢中になって， このような義

務 刺幾会を無視 してはならない。

私たちはよく，隣人に愛を示 したり

教会の定例集会に出席するという宗教

活動を他の活動と比べて，、自分たちも

決 して負 けないだけのことは している

などと言い訳をつけて教会の活動から

逃れようとする。またこ．う言 う人がい

る。 「あの人みたいに偽善者にはなり

たくないから私は教会へは行かないん

です。教会へ行かなくても宗教的にな

れますよ。湖や山で自然と親 しむこと

によっても神を礼拝できますしね。」

主が何と言われているか耳を傾けて

いただきたい。 「汝なおさら充分に世

の汚れに染まざる様祈りの家に行 きて

わが聖日に汝の聖式を捧 ぐべ し。そは

誠にこの聖日は，汝命ぜ られて働きを

休み，いと高き者に礼拝を捧 ぐべき日

なればなり。さりなが ら汝の誓言は，

正しく毎日常に神に捧げられざるべか

らず。」（教義と聖約５９：９－１１）



福音のどの部分が正 しいとか，どれ

を実践すべきだとか私たちが選ぶべき

ではない。私たちの人生はどれひとつ

として切り離 したり，区分したりする

ことはできないのである。主はこう言

われた。 「それもしなければならない

が，これも見のがしてはならない。」

（マタ’イ２３：２３）

私たちはまさにその行ないにおいて

クリスチャンでなければならないし，

その生活に よ っ て主なる神に愛を示

し，互いに愛 し合い，関心を持つべき

である。私たちはすべて自分の家を整

えておくべきであり，偽善者であって

はならない。

牧師であり作家であった米人ハリー

・エマーソン・フォスディック （１８７８

－１９６９）は，偽善には２つの種類があ

り，自分をより良 く見せようとする場

合と，悪 く見せようとする場合がある

と述べている。私たちは今まで自分を

より良 く見せようとする方の偽善につ

いて考えてきた。 しか しそれとは逆に

心の中では理解 しているし信 じていな

がら，人の口を恐れるあまり立 ち上 っ

てその立場に加わろうとしない教会員

をよく見かける。 この種の偽善も今 １

つの方と同様に重大なものであり，人

はこの偽善によって私たちを尊敬 しな

くなってしまう。そして，私たちが教

会に対す る聖約を守 りためらうことな

くその信仰を表わすと思っている教会

員によくない影響を及ぼす こ とに な

る。

私たちがキリス トの教えを実践 しよ

うと真剣に努力する時にのみ真の霊的

成長がある。私たちはどんな立場にあ

っても恐れることな く自分の信念をつ

らぬき，教会の標準に従って行動すべ

きである。人はとやか く言い，あざけ

り笑 うかもしれないが，私たちに期待

し，またもしそうするならば尊敬する

のである。高い標準に従って生活する

時に良心的で公正な人々に不快感を与

えるはずはない。

そんなに以前のことではないが，私

は改宗 して間もないある父親 母親

そしてその幼ない息子 と話 したことが

あった。話の中で父親は自分たちは不

活発になって教会に出席 していないと

言った。それを聞いて私はその理由を

尋ねた。父ｉ親は，宣教師たちは立派で

清い生活を送 る正 しい人の模範を示 し

てくれたが，いざワー ド部へ行 くと教

会で教えていることを実践 していない

人や公言 している通 りのことを行なっ

ていない人が目につき，失望 して教会

に対する信仰を失ってしまっ津と説明

した。このことは重大な２っの教訓を

示 していると思う。第 １に，人々の生

活に良い影響を与えるよう，また私た

ちの生活にある偽善によって人々の心

に疑惑を抱かせないようにするのは私

たちの責任だということである。

もう１つの教訓は，私たちは人の生

活にある偽善から影響を受けたり，疑

いを抱いたりして福音の教えに従 った

生活をしなくなることのないよう，常

に自分 自身を守 らなければならないと

いうことである。

最も大切 なことは，私たちは教会員

として真理 と正義のために 一 致 団結

し， しっかりと立つことである。私た

ちはキ リス トの福音を持 ち，悪に立 ち

向かうことを世に宣言 している者であ

る。断固として立つ者 となるのか，そ
　

れ とも風の吹 くままに揺れ動 こうとい

うのであろうか。心からよりも口先き

だけの奉仕を好むか ら，あるいは何か

政治的な圧力が加わるか らと言って，

世の入を喜ばせるために正義を見捨て

るのであろうか。

私たちはヨハネが次のように述べた

人に似る者となってはならない。 「し

か し，役人たちの中にも，イエスを信

じた者が多かったが，パ リサイ人をは

ばか って ， 告 白 は しなか った 。 … …彼

らは神 の ほ まれ よ りも， 人 の ほ まれ を

好 ん だか らで あ る 。」 （ヨハ ネ １２：４２－

４３）

私 た ち ひ と りが 公 言 して い る通 りの

者 とな り， 本 当 の意 味 で献 身 的 な真 の

ク リス チ ャ ン と して毎 日 を送 り， 偽 ら

ず ， 正 直 ， 真 実 ， 貞 潔 ， 慈 善 ， 高 徳 で

あ ってす べ て の人 に善 を行 な い， 徳 高

き こ と， 好 ま しき こと， よ き聞 え あ る

こ と， あ るい は ほ むべ き こと を尋 ね 求

め るな らば， ・３００万 の会 員 を有 す る教

会 の世 に与 え る影 響 が いか に大 き いか

想 像 して いた だ き た い。

予 言 者 の言 葉 に耳 を 傾 け， それ に 従

って 生 き よ うで は ない か 。 いに しえ の

律 法 学 者 の よ うに 救 い 主 を 拒 み ， ま た

そ の教 え と生 涯 を 拒 む こ とに よ って主

の苦 悩 を増 す こ との な い よ うに しよ う

で は な い か。 主 の教 え こそ私 た ちが現

世 に お い て幸 福 を得 ， 来 世 に お い て永

遠 の生 命 を得 る もの で あ る。 主 が偽 善

者 を戒 め て言 わ れ た数 々 の み言 葉 の結

び に あて は ま る者 と な らな い よ うに し

よ うで は な いか 。

「見 よ
， お ま え た ち の家 は見 捨 て ら

れ て し ま う。 わ た しは言 って お く，

「主 の御 名 に よ ６て きた る者 に 祝 福 あ

れ 』 とお ま え た ちが 言 う時 ま で は，今

後 ふ た た び ， わ た しに 会 う こ とは な い

で あ ろ う。」 （マ タイ ２３：３８－ ３９）

神 は生 き た ま い， イ エ ス は キ リス ト

で あ り生 け る神 の御 子 で あ る こと， ま

た福 音 が 回復 され ， そ の教 え に よ って

生 活 す る な らば私 た ち は永 遠 の生 命 を

得 る こ とを 証 し， イ エ ス ・キ リス トの

み 名 に よ りへ り くだ り祈 り奉 る。 アー

メ ンｏ

１． ヤ コ ブ１：６参 照

２、 信 仰 箇 条第 １３条

３． マ タ イ １６：１６参 照
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１９７０年 １０月 ３日土 曜 日午 後 の大 タ

い な ご の 食 べ た 年

十二使徒評議員会会長代理

スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボー ル

弟姉妹，および友人の皆様，特兄

に海外からこられた方々や言語

を異にする方々と共にこのすばらしい

大会に臨むことは私の喜びとするとこ

ろである。

私たちが今いる所より約９０メー トル

右手には石の球をいただいた美 しいみ

かげ石の記念碑があり，その上に青銅

でできた２羽のカモメがとま って い

る。 この記念碑の前に立った何百万 も

の旅行者は， 「モルモン開拓者への神

の恵み」 と題する興味深い話を聞いて

いる。

青銅でできた鳥は，教会がその手を

大きく伸ばしているように，世のすべ

ての人々を包もうと羽を大き く広げ て

いる。そしてみかげ石の球は全世界に

あまねく行 き渡る教会の姿を予言 し，

人手によらず山より切 り出されている

石の転がり出でて，ついに全世界に充

ち満つる１とダニエルが 解き明か した

言葉を思い出させる。

記念碑には不毛の未開地や牛車隊

そ レて農夫が腕を大 きく広げて種をま

いた話などが刻まれている。そこに描

かれているものは，情，容赦な く押 し寄

せるイナゴの大群であり， 土 に埋 ま

り，腰をかがめながら力な くなれない

手つきで人間が くり広げるイナゴζの

果てしない戦いであった。人は絶望に

打ちひ しがれていた。女性 も労苦にや
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つれて身体全体から何かしら哀れさが

ただよい，無情 な空に向かって頭を上

げていた。人々は頭上にカモメを見つ

けた。 カモメは惨害の終 りを告げに来

たのであろうか。 カモメがイナゴを退

治 し，助か った穀物に収穫があったこ

とが記されている。今やひどい飢きん

はまぬがれたのであった。

イナゴやその他の虫に襲われて被害

を受けたのはエジプ ト人が初めてでも

ないし，ましてやモルモン教徒が終わ

りでもない。数年前にオース トラリア

を訪れた時，私は 「東を落 した」 とい

う言葉をよく耳にした。 これは私たち

がよく使 う 「成功 しなか った」，ある

いは 「取返 しのつかない失敗を した」

という意味の言葉であることがわかっ

た。旧約聖書を開 くと，昔の人々がこ

ういう状態を 「イナゴの食べた年」（ヨ

エル ２：２５）という言葉で示 していた

のがわかる。

イナゴは触角が短 く太 く，前の羽を

こすって聞きおぼえのある音を出す太

い足と長い後足を持 った大群を成す昆

虫であると言われている。川に沿った

低地や日当り① よい くぼ：地で繁殖 し，

驚 くほどめ率でふえる。やがて日の光

を隠 して しまうほどに空をおおって し

ま う。 この大群は世界の各地を襲 った

ように合衆国西部をも悩ま し，何億 ド

ルもの被害 と荒廃をもた らした。その

結 果 は多 大 な飢 きん と莫 大 な数 の 死者 ．

で あ った 。

ユ タの イ ナ ゴ戦 争 同様 ， この昆 虫 に

つ い て は エ ジ プ トの話 に もた くさん 出

て くる。

モ ーセ と ア ロ ンは奴 隷 た ち を解 放 す

るた め パ ロに嘆 願 した り， 脅 迫 の手 を

使 った 。王 は 冷酷 な うえ に な か な か の

くわせ 者 で， が ん こな人 だ っ た。 災 を

被 るた び に 約束 を し， そ れ が鎮 ま る と

今 度 は 自分 の約 束 を無 視 す る の で あ

る。

モ ーセ は こ う警 告 を発 して い る。

「神
， 主 は こ う仰 せ られ る， 『い つ ま

で， あ な た は， わ た しに屈 伏 す る こと

を拒 む の で すか 。 民 を去 らせ て， わ た

しに仕 え させ な さ い』。」 （出 エ ジ プ ト

１０：３）

引 き続 き災 難 がや って き た。 「川 の

水 は， こ とご と く血 に変 り」， 「か え る

は の ぼ っ て エ ジ プ トの地 を お お い」，

「お び た だ しい あぶ が は い り」
，「地 の

ち りはぶ よ と な っ た」。 ま た モ ー セが

か ま ど のす す を ま き散 らす と， これ は

「人 と獣 に付 い て
， うみ の出 る はれ も

の と な っ た 。」

次 に 「雷 と電 」 が あ って 「火 は地 に

む か って ， はせ 下 っ た。 … …雷 は … …

す べ て 畑 に い る人 と獣 を 打 っ た。 電 は

ま た畑 のす べ て の 青 物 を 打 ち， 野 の も

ろ も ろ の木 を 折 り砕 いた 。 … …亜 麻 と



大 麦 は打 ち倒 され た 。 大 麦 は 穂 を 出 し

亜 麻 は花 が 咲 いて い たか らで あ る 。」

（出 エ ジ プ ト７ ：２０，８ ：６， ２４， １７，

９ ：１０， ２３， ２…５， ３１）

パ ロ の度 重 な る拒 絶 に 対 し， モ ー セ

は主 の 言 葉 を 引 い て 言 った 。

「民 を 去 らせ … … な さい
。 も し， …

…拒 む な らば， 見 よ， あす ， わ た しは

い な ごを ， あ なた の 領 土 に はい らせ る

で あ ろ う。」 （出 エ ジ プ ト１０；３－ ４）

「あ な たが た が 多 くの 種 を 畑 に携 え

て 出て も， その 収 穫 は少 な い で あ ろ

う。 い な ごが それ を 食 い つ くす か らで

あ る 。」 （申命 ２８：３８）

「朝 と な って ，東 風 は， い な ごを 運

ん で き た。 … …地 は暗 くな った 。 エ ジ

プ ト全 国 にわ た って ， 木 に も畑 の 青 物

に も， 緑 の物 とて は何 も残 ら な か っ

た 。」 （出 エ ジ プ ト１０：１３－ １５）

毛 虫 が 残 した もの を い な ごが 食 べ ，

イ ナ ゴが 残 した もの を 芋 虫 や 青 虫 が 食

べ た。 そ して 他 の穀 物 もす べ て食 べ つ

くされ た。

「イ ナ ゴ の食 べ た 年 」 とい う言 葉 を

思 い出 す た び に，私 は多 くの 人 々が 無

に した週 末 や 年 を 深 く考 え さ せ ら れ

る。

遠 く離 れ た州 か ら， １年前 にバ プ テ

ス マを 受 け た人 の 手 紙 が 届 い た 。 彼 の

手 紙 を こ こ に引 用 した い と思 う。

「教 会 の 名 簿 か ら私 の 名前 を取 り去

って 下 され ば幸 い と存 じます 。教 会 が

あ ま り に も大 き な こ とを 要 求 して い る

の が わ か りま した 。 私 は宣教 師 に よ っ

て 教 えを 受 け入 れ る よ う導 か れ ま し

た。 次 に私 は 自分 の バ プ テ ス マが計 画

され て い る こ とを 知 りま した 。 この こ

とを ま っ た く後 悔 して い るわ けで は あ

りませ ん。 私 の ため に な っ た か ら で

す 。 と う と う私 は首 を つ っ込 ん で しま

っ た こと に気 が つ き ま した。 私 は禁 止

され た タバ コ， 酒 ， コ ー ヒ ー， 茶 を飲

まず に は い られぽ せ ん 。 飲 ん で い る時

よ りもや め た時 の方 が 不 安 なの で す ｇ

心 の 中 で は受 け入 れ よ うとす る ので す

が， い ざ仲 間 と楽 しみ を分 か ち合 え な

い と受 け入 れ られ な い の で す。 そ れ に

日曜 日に ３時 間 か ら ５時 間 も時 間 を 使

った り， か せ い だ金 の １０分 の １を払 う

な ん て で きま せ ん。 これ は私 の本 能 に

逆 ら う こ とで す。 … … あ な た に この よ

うな 御迷 惑 を か け て 申 し訳 あ り ま せ

ん。 だ れ も責 任 を感 じ る必 要 は あ りま

せ ん 。私 だ け の責 任 で す か ら。 私 を許

して い た だ きた い と思 い ま す。 私 の決

心 は もは や動 か せ な い もの で す 。」

彼 の動 か ぬ決 心 は実 に悲 しい もの で

あ る。 彼 の年 月 は追 い か け ら この よ う

な もの で あ り， ま さ し くイ ナ ゴ に食 べ

られ， そ の他 多 くの害 虫 に食 べ られ て

しま う。 そ して彼 は この世 的 な ものへ

戻 っ て行 くの で あ る。

これ に反 して， 私 た ち の多 くは大 て

い安 息 日 に ４， ５時 間捧 げ て も い らい

らす る こと も な い し， 収 入 の １０分 の １

を払 った り， 上 の ４つ を禁 止 され て も

心 を 騒 が せ る必 要 は な い。

マ ー デ ンは こ う言 って い る。 「流 れ

て しま っ た水 で粉 を ひ く こと はで き な

い 。」 （オ リソ ン ・Ｓ ・マ ー デ ン， 「前

へ 向 か っ て」 第 １巻 Ｐ．１３）

何 日か 前 に， 新 し く会 員 に な った 家

族 と握 手 を したが ， 彼 らの顔 は ほ ほ笑

んで い た。 会 員 に な って ど の く らい か

と尋 ね る と， 返 事 は 「２ヵ月 で す 」 と

い う ことだ っ た。 それ か ら熱 心 に， そ

して 少 し残 念 そ うに こ う言 った 。 「今

まで の年 月 を 考 え る と， 教 会 に来 て い 「

れ ば も っ と幸 せ な 日 々が 送 れ た ろ う に

と思 い ます 。」 イ ナ ゴが彼 らの年 を 食

べ て しま った のだ 。

次 の よ うに言 う人 もい る。 「『あ あ そ

れ はや っ た」， 「あ あ それ はや らなか っ

た』 と い う言 葉 は， 人 生 を 後 戻 りの た

め に使 い， 昔 の過 失 を 取 り戻 せ た らと

考 え る多 くの人 々 の無 言 の 叫 び で あ

る 。」 （マ ーデ ン， Ｐ．１５）

１８３４年 ， 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に

より高等評議員会が組織された．次の

文はＬ ・Ｄ ・ヤングか ら寄せられたも

のである。

「私は重大な過失を犯 して しま っ

た。そこで私 は他の人の教訓 となるよ

う，その記録を残 しておきた い と思

う。予言者は，私がこの高等評議員に

選ばれた兄弟たちと同席するように求

め られた。私はそうする代 りに非常な

熱意で， このように責任ある地位を果

たす力が自分にはないことを申し上げ

た。それから予言者は私が この役職を

受けることだけを望んでいると言われ

た。 しかし私が依然 として断わり続け

たので，予言者は他の人を指名 した。

その後予言者が私を神権の重要な職に

召さなかったのはこの理由であったと

思う。それ以来私は召される所へ行 く

ようになった。そして神の国において

導 きを与えるよう召された人に逆 らう

判断を出さないようになった。」

イナゴの仕事はまだ続いていたので

ある。 この善良な人が失ったすばらし

い機会の年月を老えていただきたい。

ステーキ部長か らワー ド部の監督に

なるように言われて非常に心配 した人

がいた。彼の顔は蒼白になり，どもり

ながら断わりの言葉を言っていた。彼

は，イスラエルの判事，人々の父，人

々の指導者 となる特権を断わつたので

ある。ステーキ部長は単なる憶病か ら

来ている不安だろうと考えて説得を続

けたが，彼の決意は変わらなかった。

その日か ら 「イナゴの食べた年」・が

何年 も流れた。

これに関連 して，私はシ ドニー ・リ

グ ドンを初めとしてオリバー ・カウ ド

リ，マーティン・ハリス，および自分

の好機となる道を自ら閉 じて しまった

多 くの人のことを思い浮かべる。

「口に出 して しまった言葉，放たれ

た矢，過ぎ去った人生，そ して無に し

てしまった機会， この４つは戻 らない

ζとを覚えよＱＪ（マーデン Ｐ．６７）

１２９

」



信 仰深 い教 会員 で あ る この若 者 は非

教 会 員 の 美 しい女 性 に夢 中 に な って し

ま った。 ２人 の交 際 が 発展 して結 婚 に

ゴ ール イ ン して も， そ の結 婚 は 「死 が

２人 を 分 か つ ま で」 とい う市 民 結 婚 の

形 で あ った。 彼 は弱 々 し く反 対 した が

彼 女 の意 見 に 押 し切 られ て しま った。・

神殿 に お け る永遠 の結 婚 な ど彼 女 に は

全然 意 味 を な さな か った の で 季 る。

彼 はい つ の 日か 彼女 を教 会 に連 れ て

行 こ う とい う希望 を抱 い て い た。 しか

し年月 は 非 常 な速 さで流 れ行 き， 家 庭

に福 音 の ない ま ま に子 供 が生 ま れ， 成

長 して行 った 。 す ば ら しい機 会 は過 ぎ

去 り行 き， 年月 は無 駄 に過 ぎ去 って 再

び 取 り戻 す こ とは で き なか った。 時 は

い なず ま の速 さで 飛 び 去 り，決 して 呼

び戻 す こ と はで き ない か らで あ る。 こ

れ らもイ ナ ゴ の食 べ た 年 で あ ろ うか 。

シ ェ ー クス ピア は書 いて い る。

「人 事 に は お よそ潮 時 と い う もの が

あ る。 う ま く満 潮 に乗 じさえ す れ ば成

功 す るが ， か りに も こ いつ を 捕 え そ こ

な う と， 人 間 一生 の航 海 は，不 幸 災 厄

つ づ き と い う浅 瀬 に と じこ め られ て し

ま う。 今 ち ょ うど そ う した 満 潮 の海 に

われ わ れ は浮 ん で い るの だ 。 ま さに 潮

時 が わ が ほ う に有 利 で あ る時 に ， これ

を 捕 え るが ， で な けれ ば， 賭 荷 も な に

も失 く して しま うだ け の こ とだ 。」

（ジ ュ リア ス ・シ ーザ ー， ４幕 ３場 ）

イ ナ ゴ はつ ね に 世の 中 に あ っ た。 文

明 は害 虫 に悩 ま され て い る。

ベ ンジ ャ ミシ ・フ ラ ン ク リ ン２は 次

の よ うに言 っ た。 「汝 は人 生 を 愛 す

や。 さ らば時 を無 駄 に費 す なか れ 。 そ

は人 生 を成 す もの なれ ば な り。」

さ らに別 の人 が こ う言 っ て い る。

「永 遠 そ れ 自体 は分 を刻 ん で で きた損

失 を取 り戻 す こ とは で きな い 。」 （エ イ

ジ ェ ン ト ・ポ ス ト）

「私 は時 を浪 費 した
。 そ して今 や 時

が私 を浪 費 して い る。」 （シ ェー クス ピ

ア）

１３０

幼 い頃 ， 私 は市 民 結 婚 を した ばか り

の あ る若 夫 婦 を見 て非 常 に考 え させ ら

れ た。 彼 は ハ ンサ ム な， い なか の若 者

で毛 な み の よ い馬 と ゴ ム タ イ ヤ の 馬

車 ， そ して お金 を持 っ て い た。 彼 女 の

方 は 「舞 踏 会 の花 形 」 で， 着 て い る も

の や 評判 を人 が う らや む ほ ど の良 家 の

出 で あ つた。

２人 の結 婚 は い わ ゆ る と っ ぴ な も の

で あ つ た。

両 家 と も子 だ くさ ん で あ っ た が， ２

人 が最 初 に決 め た の は 「子 供 は い らな

い」 とい う こ とで あ った。

２人 は あ る種 の手 術 を受 け た。 そ し

て彼 らの 家庭 に は子 供 が生 ま れ なか っ

た。 そ れ で も ２人 に は， ダ ンス や， 乗

馬， パ ーテ ィな ど楽 しい こ とが続 い て

い た。 年 月 が流 れ， 見 た 目に も ２人 は

ふ け て さみ しそ うで あ っ た。 彼 が最 初

に この世 を去 って 行 っ た。 小 さ な町 の

表 通 りに彼 女 は住 居 を 構 え， 毎 日郵 便

局 と食 料 品 店 へ 歩 いて 行 っ た。 歳 月 は

矢 の よ うに飛 び去 り行 き， 腰 は 曲が っ

て つ え を つ い てや っ と歩 い て い た。 彼

女 の ま わ りに は さ み しさが ただ よ っ て

い た。 彼 女 の兄 弟 や姉 妹 た ち は家 族 の

こ とで手 が い っぱ い な た め に め っ た に

訪 れ る こ と もな く， 来 て もす ぐに帰 っ

て しま う状 態 で あ った。 昔 の こ とな の

で ラジ オ や テ レ ビ もな か った。 目が か

す ん で読 書 もま ま な らず， 人 々 は め っ

た に 彼女 を 見 か け な くな った。 そ して

彼 女 は 忘 れ られ て い った 。

あ る 日， 死 後何 日か 経 った彼 女 が 発

見 され た 。生 涯 ひ と りぼ っ ちで あ った

よ うに， 死 ん だ 時 も ひ と りで あ った 。

彼 女 を 埋 めて くれ る愛 す る子 供 も い な

けれ ば， 涙 を 流 し， 嘆 き悲 しんで くれ

る人 も い なか っ た。 す べ て無 に等 しい

年 月 で あ っ ＃。 イ ナ ゴ の食 べ た年 月 だ

っ た のだ ろ うか 。

あ る人 が こ う言 って い る。

「運 命 は汝 の まわ りに あ る にあ らず

内 に あ る な り。 汝 自身 が 汝 を 造 れ り。」

（マーデン Ｐ．４０４）

無計画は不毛 と無益な結果をもたら

す。運命はその翼をもって人をみがく

が，自分の運命を決めるのは主に自分

である。 カール ・Ｇ ・メーザー３は次

のよっに言 っている。

「そ して数々の書が開かれ，私のか

たわらに守護天使が立 ってその書を見

ながらこう言 うであろう。「見よ」と。

そ して私は見て， 「なんと美 しい」と

言 う。さらに天使は言 う。 『これはあ

なたがやればできたことである」。 ペ

ージをめ くって天使は続ける。 「これ

はあなたが行なったことである」。」

世の中は取 り逃が した機会で満ちて

いる。今大会では，印象深い話がたく

さんあった。それらは福音を教えられ

て受け入れなかった人々，高校，大学

そ して職場までもさぼった人，麻薬や

不道徳な行ないで人生を無 駄 に した

人，教会や地域社会での奉仕を喜んで

できなかった人についてである。また

改宗に回わり道を した人，永遠の結婚

を しないでこの世だけの市民結婚をし

た人，人類を存続させるに不可欠な家

族や家庭生活を崩壊 し，害を与えるよ

うな薬を使った人などについても話が

あった。すべてこれ らは，私たちが世

にあっても世のものになって しまう必

要はないことを示 している。

私たちがすばらしい，機会をとらえ

福音を完全に実践するよう，また希望

ある運命すなわち栄ある永遠に向かっ

て 自身を備えるよう，イエス ・キリス

トのみ名によって祈 り奉る。

アーメン。

１．教 義 と聖 約 ６５
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大 きいか な
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ゴ ー

小 さいか な

ル ッ ・Ｈ ・ラ ン ドグ レ ン

み は ど の く らい 大 き いの ？

き
きみ は りす ぐらい か な 。 それ と もね ず み ぐ らい か な。

ね こ ぐらい か な。

い いえ ， そん な に小 さ くあ り ませ ん 。
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きみ は き りん ぐ らい か な 。 そ れ と も馬 ぐ らい か な。 そ れ と

も ぞ う ぐ らいか な。

い い え， い いえ ， そ ん な に大 き くあ りま せ ん 。

き み に は大 きす ぎて ， で き な い こ とが あ るね。 お に ん ぎ ょ

うの ベ ッ ドで ね た り， き ん ぎ ょバ チ の中 で お よ いだ り， ネ ズ

ミの か ごにす ん だ り， コ ー ヒー じ ゃわ ん の おふ ろ に は い っ た

りは で きな い ね。
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ま た， き み に は小 さす ぎて ， で きな い こ とが あ るね。 お ふ

ね を もち あ げ た り， ロ ケ ッ トを月 へ う ち あ げた り， 大 き なす

い か を ひ と りで ぜ ん ぶ た べ た り，
．ま た は，

の上 に のせ た りはで き な いね 。

、１で

漸 阻
ズ

／ ｝

｝｝

｝ｉ

ｌ！ｌ

で も ち ょう ど きみ の か らだ に あ った こ と もあ るね。 か い て

ん 木 馬 に の る こ と もで き る し， す べ りだ い で す べ る こ と もで

き る し， ぶ らん こを こ ぐ こ と もで き る。

諭

’ｙ

ひ と りで水 も の め る し， くつ もは け る し， きみ の か らだ に

あ った ことが た くさん あ るね 。そ う，い も う との そ ば に立 つ と

大 き くか ん じる で し ょ う。 大 きい おに い さん の そ ばに た つ と

小 さ くか ん じる で し ょう。 きみ の だ い す き なお と もだ ち と あ
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そ ん で い る と きに は， ち ょ う どい い大 きさだ とか ん じるで し

ょう。 な ぜ な ら， きみ た ちは ほ とん ど お な じ大 き さだ か ら。

さて ， きみ の 大 き さは どの ぐ らい な の ？



「あ な た の 言 葉 を信 じます
、

ア ；詳男蒲
ちい き とい わ れ て い

る古 代 メジ ナ の路 地 か

ら， は とば に通 じ るハ

ンサ リ通 りへ む か って

走 って い き ま した 。 彼 は しんぱ いそ うに か お を しか め て い ま

した。

ア ー メ ドは しご と に お くれ た ので ， シデ じい さん は さぞ ふ

き げ ん な こと だ ろ う。 「わ し らの ボ ー トが ， 毎 朝 み な とに い

ちば ん は じめ に入 らね ば な らん の じゃ」 と シデ じい さん は 何

度 も言 っ て い ま した。．ア ー メ ドに は その わ け が わ か って い ま

した。 さ ん ば しに と ま って い る， か もつ 船 か らす て られ る板

を， （船 の荷 もつ が ぬ れ た り動 いた り しない よ う に つ か う

板 ） 一 番 早 くと りに い った 船 が ， 一 番 い い板 を ひ ろえ るか ら

な の で す。

う じに は いつ も のれ ん ち ゅ うが い っぱ い た む ろ して い ま し

た。 す な わ ち，西 洋 風 の洋 服 を きて い る女 の 人， 黒 い 目だ け

を だ して ベ ール を か ぶ って い る人 ， きた ない タ ーバ ンを ま い

た こ じき， そ して フ ラ ンス語 と ア ラ ビ ヤ語 を ま ぜ た こ と ば

で ， 大 声 を あ げて い る子 供 た ち な どが い ま した。 道 ば た の コ

ー ヒ店 で は， ア ラ ビ ヤの 服 を きた 男 の人 が せ び ろ を きた入 と

と な り あ って す わ って い ま した 。 ア ー メ ドは わ きめ もふ らず

に そ こを 通 りぬ け ま した。

彼 は シデ じい さん の こ と しか頭 に あ りませ ん で した。 「じ

い さん に は， ひ と ばん じ ゅ う友 だ ちを か ん ぴ ょ う して い た の

で お くれ ま した。 とい え ば い い」 と， ひ と り ご とを い い ま し

た。 ア ー メ ドは， ふ う 一 とた め い きを つ きま した。 年 よ りに

うそ はつ きた くは あ りま せ ん で した。 しか し， も．し， 一 晩 中

お ま わ り さん に お わ れ て い た こ とが， シデ じい さん に しれ た

ら き っ と彼 は ア ー メ ドを うた が う こ とで し ょ う。 アー メ ドに

と って ， か け が い の な い ゆ め は ， シデ じい さ ん の しん よ うを

う る こ とで した 。

ア ー メ ドは ， シデ じい さん に彼 の ボ ー トを こ ぐ．よ うに え ら

ばれ た 日の こ とを 思 い だ しま した。 そ こに は な ん人 も の ぼ ろ

を きて， うえ た 少 年 た ちが し ご とを さが して い ま した。
「ど う して

， わ しの と ころ で は た ら きた い のか ね 」 と シ デ じ

い さん は ひ と りつ つ， じ ゅん ば ん に たず ね ま した。 少 年 た ち
」 はみ ん な 「年 と った方 に お手 つ だ い を した いか らです 」 と こ

た え ま した。 シデ じい さん の ひ よ う じ ょ うはす こ しもか わ り

ま せ ん で した。 ア ー メ ドは， じぶ ん の ば んが きた とき， ち ょ

っ とた め らい ま した。 シデ じい さん は， ど こか が ア ー メ ドの

死 ん だ お じい さん に に て い ま した。 お じい さ んが 死 ん でか ら

は ア ー「メ ドは，．この世 で た った ひ と りぼ っ ち に な って しま い

ま した。

ア ー メ ドはつ い本 当 の こ とを い って しま い ま した。

、「お じい さん５ ぼ くは お なか がす い て い ます 。 たべ 物 と き

る物 を か うお金 が ほ しい の です 」 シデ じい さ ん は， か お じ ゅ

う しわ だ らけ に しな が ら， に っ こ り笑 い ま した。

絵 ジ ェ リー ・ハ ー ス ト ン

作 バ ー ナ デ ィ ン ・ビ ー ト

「つ い に
， き ま っ た。 来 な さ い」 と ア ー メ ドに つ い て来 るよ

うに， あ いず を しま した。

それ い らい， ア ー メ ドは シ デ じい さん を あい し， そん けい

す るよ うに な りま した。 彼 は死 ん だお じい さん の よ うな古 い

や り方 がす き な ので す 。 いつ も シデ じい さん とわ か れ る時 に

は 「神 さま が い つ も とも に ま します よ うに」 と言 い ま した 。

アー メ ドが は じめ て シ デ じい さ ん の家 を たず ね て い っ た時

に，．ア ー メ ドは び っ く り して ぽか ん と 口 を開 け て し京 い ま し

た。 じい さ ん の家 は小 さい け れ ど も， 床 に は美 しい じ ゅ うた

ん が しい て あ り， か べ に は， 本 が ぎ っ し り とな らん で い ま し

た。 「お じい さん が ま だ生 きて い た ら， こん な家 に住 め ただ

ろ うに」 ア ー メ ドは つぶ や きま したσ．
「わ しも ま た ひ と りぼ っ ちだ よ」 ．とシデ じい さん は言 い ま ．

した。
「わ しの つ ま も， た った ひ と りの子 供 もず 「 と前 に死 んで

しま った よ」 とか た をす くめ て， む こ うを む いて しまい ま し

た。
「お前 は この近 くに住 ん で い る のか ね ？」 と じい さん は そ

っけ な く き きま した。
「は い ／」 と ア ー メ ドは答 え ま した』 彼 の家 が うす ぐ らい

う じの は しに あ る木 の小 屋 で あ る こと は言 い ませ ん で した。

それ い らい， ア ー メ ドは シデ じい さ ん の家 で 何 じか ん もす

ご しま した。 じい さ ん は よ く本 を よむ こと を お しえ て くれ ま

した。 とき に は １－ ２時 間 た って か ら， じい さん は ア ー メ ド

の か た に手 を や さ し くお き ま した。 す る と， ア ー メ ドの心 に

は， こん や は と ま っ て い きな さ い と き っ と言 って くれ る に ち

が い な い と， き ぼ うが わ い て き ま した。 しか し， じい さん は

た だ， た め い き をつ くだ けで だ ま って い ま した。

ア ー メ ドが ち こ くを した の は， シデ じい さん の と ころで は

た ら くよ うに な って か ら， これが は じめて の ことで した 。 じ

い さん が ま だ彼 を ま っ て い て くれ た の を見 た時 ， 彼 はほ っ と

しま した。

「お前 げ ん きか ね ？」 と じい さ ん は あい さつ を して くれ ま

した。
「は い

， お じい さん は ？」 と あい さっ を か わ しま した。
「お そ くな って す み ま せ ん

。ゴ ｛り
「ア ー メ ド

， ど う した のか ね ？」 と じい さん は た ず ね ま し

た。
「ぼ く

， ぼ くは 一」 とい い は じめ て ， た め い きを つ きま し

たＧ

年 を と った お じい さ んに うそ はつ けま せ ん で した。
「昨 日バ ザ ーで さい ふ が ぬ す ま れ た の で

， ぼ くは け い さつ

か らお わ れ て い ま した」

じい さん と ア ー メ ドの 目が ば った りあ い ま した。
「お 前 とな に か か ん け い が あ るの か ね ／」

「い い え ／」 ア ー メ ドは さけ び ま した
。

「そ れ を し ょうめ い す る こ とは 出来 ま せ ん が
， 昨 ＥＩバ ザ ー

の近 くには い きま せ ん で した」 じい さん は アー メ ドのか た に

手 を お・きま した 。
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「ク ラバ ワヘ ッ ド」 と古 い モ ロ ッ コの こ とわ ざ を い い ま し

た。 そ れ は 「あ な た の言 葉 を信 じま す」 と い う意 味 で した。

ア ー メ ドは み な とで 一 番 大 き な船 の一 番 高 い マ ス トの上 に い

る よ うな こ こちが しま した。 シデ じい さ ん は彼 の こ と を しん

よ う して くれ た ので す 。
「来 な さい

．／」 と じい さ ん は言 い ま した。
「今 日わ しら はお くれ て よか った か も しれ ん

。 も う， 小 さ

い 船 が 入 って で て行 って しま った が ， か わ り に ち ょ う度 ア メ

リカ船 が 入 って きた ば か りだ 。」

ア ー メ ドは じい さん の あ とか ら， ボ ー トに の って オ ール を持

ちま した 。 そ して うれ しそ うに笑 い ま した 。

ア メ リカの水 夫 た ちは い つ もほ か の 国 の水 夫 た ちよ り もた

くさん の よい物 を み な とに す て るの で す。 ア メ リカ船 の お客

た ち も手 を ふ って あ い さつ を か わ しま す。 お客 た ちは よ くア

ー メ ドに も っ と船 の近 くま で こい で きな さい とあ いず を しま

す。 そ して お金 や ア メな どを船 か らな げ て くれ る ので す 。 ア

ー メ ドは じ ょ うず に こい で す ぐに ア メ リ カ船 の そ ば に近 づ き

ま した。 ひ と りの水 夫 が あ いず をす る と， お もた い板 をす べ

らせ て よ こ します 。 ま もな くボ ー トにつ め る だ け つ み ま し

た。 ア ー メ ドを上 か ら呼 ぶ 声 が す る と， い ち ば ん上 のか ん ぱ

ん か ら手 をふ って い る ふ た りの女 の お客 を見 ま した。
「ハ ロー」 ア ー メ ドは こた え ま した

。

シデ じい さ ん か らな らっ た え い ごで ほ こ ら しげ に あい さつ を

か え しま した。 彼 は ボ ー トを も っ と船 の近 くに こ いで い き ま

した。 す る と ひ と りの女 の人 が 手 を 上 げ ま した。 この 人 の は

め て い る ゆ び わが た い よ うに は ん しゃ して 光 りま した 。 女 の

人 が手 の ひ らい っ ぱ い の お金 を な げ る と， それ は青 い ほ の お

の よ うに か が や き ま した。 そ して こ の女 の人 は シデ じい さ ん

に な に か言 い ま した。
「あ の方 は な ん と言 って い る ので す か ？」 ア ー メ ドはた ず

ね ま した。
「この お金 で お前 に あ た ら しい服 を買 って や る よ う に と言

って い るの だ よ」 と じい さ ん は言 い ま した。
「お前 の こ とを わ しの ま ごだ と思 っ と る の だ ろ う」

「そ うだ と い い ん だ が な あ」 と言 うか 言 わ な い うち に ア ー

メ ドは， 言 って しま っ た こ とを こ うか い しま した。 じい さ ん

の顔 は た ちま ち こわ ば って しま い ま した。 ア ー メ ドはか な し

くな りま した。 シデ じい さ ん は ぼ くの こ とな ん て， ど うだ っ

て い い と思 って い るん だ， 本 当 に。

女 の人 は ま た声 を か け て ボ ー トめ が け て も っと お金 を な げ

ま した。 ア ー メ ドは身 を か が め て そ れ を ひ ろ い ま した。 す る

とお 金 の 中 に 光 る もの が あ りま した。 そ れ は女 の人 の ゆ び わ

で は あ りま せ ん か 。 お 金 を な げ た 時 に ゆ び か らお ち た の で

す 。 す ば や く， ア ー メ ドは ゆ び わ を と りま した。 彼 は ち ら っ

と あ．た りを見 ま したが ， シ デ じい さ ん は気 が つ きま せ ん で し

た。 ア ー メ ドは と っ さ にゆ び わ を 手 に と る と， こ しに さげ て

い る さ いふ に入 れ て オ ール を も ち ま した。

上 の方 で， 困 りき っ た よ う な声 が き こ え， 女 の人 が 下 に む

か って きき ま した。
「な ん と い っ て い るの で す か」 と ア ー メ ドは たず ね る と

，

む りに じい さん の 目 を見 ま した。 「あ の方 が， お金 を な げ た

時 に ， ゆ び か らダ イ ヤ モ ン ドの ゆ び わ を お と した の だ よ。 」

じい さん は ア ー メ ドの そ ば に身 を か が め て ボ ー トの中 を さ が

しま した 。 ア ー メ ドは ふ るえ だ し， じぶ ん の む ね が大 き く鳴

る のが シデ じい さん に き こえ るの で は な い か とお そ れ ま し

た 。 も し女 の人 が ま ず しい 人 だ った な ら，彼 は こん な こ とは

しなか った とい い きか せ ま した 。 け れ ど も女 の人 は お金 持 な

の で す 。 ア ー メ ドに と って ， ゆ び わ は え もの で あ り， 洋 服 で

あ り， 住 む と こ ろな の で す 。
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女 の人 の さ け び声 で ， 船 員 が 手 す り の と こ ろま で か け つ け

て きま した。 船 員 は船 に な わ で は しご をか げま した 。 そ して

彼 は は しごず た い に下 へ お りて 行 き，ゆ びわ を さが しに くわ

わ りま した。 ア ー メ ドに手 つ だ っ て も らい 板 を 取 り はず して

す みず み まで さが しま した。
「なぜ あ なた が た はみ な との け い さつ か ん を 呼 ん で あ の 少

年 や 老 人 を し らべ な い ので す か 」 と水 夫 が 船 員 に た ず ね た。

シ デ じい さん は力 つ よ くか た を ゆ す り， 「わ しは決 して ぬ

す ま な い よ」 と じ しん に み ちて 言 いま した 。 「彼 は しん らい

で き る人 さ」 と船 員 は答 え ， この よ うに い い ま した。
「モ ロ ッコ人 だ か らね

。」
「あ の 男 の子 は ど うか な ？」 と船員 は い い ま した

。
「あ の子 もだ い じょ うぶ だ よ」 と シデ じい さん は言 い ま し

た。

気 持 が ら くに な る ど ころ か， む ね の上 に石 が お ち た よ うな

気 持 に な りま した。 シデ じい さん は， 彼 の こと を あ い して は

い ませ んで した が， しん よ うは して い ま した。 とつ ぜ ん ， ア
ー メ ドは そ の しん らい を う ら ぎる こと は 出来 な い ことを 知 り

ま した。 た とえ そ れ が ダ イ ヤ モ ン ドで あ っ て も。 ア ー メ ドは

船 員 と シ デ じい さ ん に背 中 を む け ると， 大 き な声 を だ して ひ ．

ざ をつ き ま した。 立 ち あ が っ た時 ， ゆ びわ を手 に も って いま

した。 船 員 はゆ びわ を ， ひ っ た くる よ うに して ， い そい で は

しごを の ぼ って 行 き ま した。

ア ー メ ドが い ち も くさ ん に ボ ー トを こぎだ した 時 に ， 「お

ま ち な さ い」 と女 の人 は さ け び ま した 。 けれ ど も ア ー メ ドは

き こえ な いふ りを しま した。
「ど う して

， 船 に も ど らなか った の か ね 」 と じい さん は ボ
ー トが か い が ん 近 くに き た と き に き き ま し た。

「女 の人 はお 前 に ほ う びを 上 げ たか った の だ 」

「ぼ くはゆ び わ を も って い た の で す
。 ぼ くは これ を売 るつ

も りで した 。」 ま るで こ とば が ア ー メ ドの 心 を か きむ し るよ

うで した。
「ア ー メ ド

， わ しは よ く知 って い る よ。 お金 が お ちた 時 に

ゆ びわ を 見 た のだ 」
「ど う して ぼ くを し らべ る よ う に いわ な か った の で す か」

と ア ー メ ドは さ け び ま した。
「お前 が き っ と

， ゆ びわ を 返 して くれ る と思 って い た ん だ

よ。 そ れ に， わ しは じぶ んを せ め て い る の じゃ。 お 前 の 目を

み て い ると何 を求 め て い る の かわ か る よ。 お ま えに ひつ よ う

な あ い じ ょ うを しめ した らよ か っ た のだ よ。 だ け どわ しはお

そ れ て い た の だ よ 。」
「こわ か った の で すか

。 この ぼ くを ？」 ア ー メ ドは たず ね

ま した。
「ア ー メ ド

， わ しは と しを と って い る。 それ に や っか い な

こ とは き らい だ し， よ う しの ま この せ きに ん を もち た くなか

った の だ よ。 わ しらの家 に つ い た ら， この こ とにつ い て もっ

とゆ っ くり はな しあお う 。」

ア ー メ ドはす ば や く見上 げ て， じぶ ん が き き ちが え た の で

は な いか と お それ ま した 。
「そ うだ よ

， こ の家 に お前 と住 み た い の だ， ア ー メ ド。 わ

しもか ぞ くが ほ しい のだ 」 年 と っ た シデ じい さん の 目は か が

や い て い ま した。
「け れ ど

， い つ も気 楽 で あ る と はか ぎ らな い よ， わ しは年

を と って い て， 時 々 き げ んが 悪 いか らそん な時 は， わ し よ り

ダ イ ヤモ ン ドの 方 が い い と思 うだ ろ うよ 。」

ア ー メ ドは大 声 を あ げ て笑 い ま した 。
肯け っ して そ ん な こ とは あ りませ ん

。」と， さ けび ま した。



管理監督の ページ

世 にあ りなが ら世 の もの とな らず

ジ ョ ン ・Ｈ ・バ ンデ ンバ ー グ監 督

己主義，暴力，無秩序なモラルが，人々の行ないを動利

かす主要な動機 となってくるにつれ，多 くの人はその

ような環境から逃げ出したいと思 うようになる。そしてある

者は民の大半が教会員である地域を捜すのである。

しか し，我々がある社会の中で孤立 し，世の悪影響を免れ

る状態にも限度のあることが，次第に明 らかにされてきてい

る。そのため，自由気ままな神を忘れた官能的な世界の中で

今大人になろうとする若者は，もう一度考え方を正す必要が

あろう。

その第 １の点は，おそらくものの見方である。予言者ジョ

セフ ・スミスは教義と聖約 １２７章 ２節に述べている， 「わが

身の越えざるべか らざる危難 と言わば，人の猜忌 と念怒とが

一生を通ずるわが日常のさだめなるが故に，われにとりては

最も小さきものに しか見えず。 されば善きことのためか悪 し

きことのためかは人の呼ぶに任せむ， もしこのこと創世の前

より神の定めたまい しところにあらずとせばその故ついに不

可解 なるが如 し。……」

予言者はこのさだめ，すなわちこの世におけるこの使命が

福音を受けいれ神の御国の建設のために全力を尽 して働 くす

べての人にも同様にあてはまると信 じていた。

「世の庄民に宣べ伝える召 しを持つあらゆる人は
，創世の

前より天上の大会議においてその目的のために任命されてい

た。」 （予言者ジョセブ ・ス ミスの教え，英文Ｐ．３６５）

この世でのそのような自分の使命を理解する時に，教会の

若人はいずこにいても誇 りをもって王国建設の！一翼をになう

はずである。歴史始まってこのかた，悪 との戦いという問題

をかかえずにい られた侍代はない。罪悪は，特に伝達交流の

手段が容易な現代に，人口の少ない地域にも入 り込 ん で き

た。それらの地域はここ２， ３年の問にめだっている。

結局は， よくない環境から悪い影響を受けないためには，強

い性格と福音の原則への従順 さが必要とされるのである。

真の意味での性格の強さとは，気高い目的に献身するとこ

ろか ら生 じる。教会の若人は，１８４２年 ９月，予言者 ジョセブ

が記 した書簡にあらわされたこの使命を与えられているので

ある。 「……全 くして欠 くることなき完全なる合一 とまた神

権の時代と，鍵 と，権能 と，光栄 との固き結合出来て，……

今やまさに先触れを始めんとする時満 ちたる神権の時代の先

駆をなすに必要なればなり。…一・」 （教義 と聖約１２８：１８）

ダニエルは我々の時代に福音が全地に満ちるのを見た。そ

のようにしてやがて地上の諸王国がキリス トの王国に座をあ

け渡すのである。ただ，福音を受け入れ，それに従 う人々の

みがそれを実現させることができる。人の生活は，型通 りの

説教よりはるかに力あるものである。世に生活する若人は，

世をおおう暗闇に反対する霊の光明となることにより，大き

な満足を感 じることができるであろう。

教会には，若い人々が混乱 と失望の世の中にありなが らも

しっか りと錨をおろすことができるように，いろいろなプロ

グラムが備えられている。 アロン神権プログラムは，指導者

になるための訓練，福音の勉強， さらに若い人でも教会のた

めに働 くことのできる奉仕の機会を提供 している。相互発達

協会には，社交，文化，運動，スカウティング活動等のプロ

グラムが整 っている。若い男女のための個人業績達成プログ

ラムでは，世の悪影響に抗す る防壁 としてたてた目標が実行

される。

全世界各：地で， 日曜 日毎に日曜学校で福音が教えられてい

る。

教会の青年男女はこれらのプログラムに助けられ，聖霊に

よる証に支えられて， 「世にありながら世のもの とな らな

い」 ことができ， 「全 くして欠 くることなき完全なる合一 と

また神権の時代 と，鍵 と，権能 と，光栄 との固き結 合 出 来

て」，神聖な使命を実践することができるのである。

１３５



家 族 を よ り 強 く

十二使徒評議員

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン長 老

とつ の民 と して， 我 々 は尽 くすひ

べ き忠 誠 を神 と， 家 族 と， 国家

に対 して持 って い る。 き ょ う私 は家 族

を強 め る よ うに と皆 様 に 申 し あ げ た

いｏ

「救 い は 一個 の家 族 と して受 け る も

の で あ り， … …家 族 の絆 は今 も永 世 に

もわ た っ て最 も大 切 な もの で あ る」 と

言 わ れ て きた。

教 会 は 実 に家 族 を助 け る た め に造 ら

れ た の で あ り， 教 会 が そ の使 命 を遂 行

した の ち に さ え， な お 日の栄 の族 長 制

度 は続 くので あ る。 それ ゆ え， ジ ョセ

フ ・Ｆ ・ス ミス大 管 長 は次 の よ うに述

べ た。

「立 派 な父 親 立 派 な母 親 に な る こ

とは， 立 派 な将 軍 ， 立 派 な政 治 家 に な

る こ とよ り も偉 大 で あ る。」 ま た マ ッ

ケ イ 大 管長 も述 べ て い る， 「家 庭 よ り

仕 事 や娯 楽 に重 きを置 く時 ， そ の瞬 間

に， 彼 は魂 の低 化 へ の階 段 を歩 み始 め

る」。

ほ ん の昨 日， ハ ロル ド ・Ｂ ・リー副

管長 は 「教 会 は， 家 庭 が そ の神 聖 な使

命 を 遂行 す る よ う， さ らに 多 くの援 助

を な す べ きで あ る」 と語 った。

そ して ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ング

・ス ミス大 管 長 は， 教 会 員 を義 務 の道

や義 の道 か らは ず れ させ よ うと す る誘

１３６

惑 や 落 し穴 や 危 険 が この よ うに 多 く存

在 す る時 代 ば ，教 会 の歴 史 始 ま って 以

来 なか った」 と記 し， 己 に心 を 留 あ よ

「Ｔａｋｅ Ｈｅｅｄ ｔｏ Ｙｏｕｒｓｅｌｖｅｓ」 （英 文

Ｐ．１２７） さ らに 「この 世 界 は よ り良 く

成 長 して は い な い 。 … … 悪 が増 しつ つ

あ るの で あ る」 と述 べ て い る。 （同上

Ｐ．２０７）

悪 魔 が この よ うに組 織 的 に強 大 に な

った こ とは か って な く，今 日の 時代 ほ

どに ， 悪 魔 に 仕 え る強 力 な 使者 た ちが

数 多 い 時代 もな か った 。我 々 は 家庭 と

家族 を強 化 す るた め に ， な し得 る す べ

て の こ とを 実 行 しな くて は な らな い 。

悪 魔 は この こ とを知 って い るの で あ

る。 「真 理， 徳， 克 己， 教 育 の価 値 ，

正 直 な働 き， 人生 の 目的 と祝福 な どを

子 供 が人 生 か ら学 び 始 め る最 初 の場 は

家 庭 で あ り， そ れ らの こ とを最 も よ く

学 び 得 る場 は家 庭 で あ りま す。 子 供 を

教 え 育 て る場 と して， 家庭 に代 わ る も

の は あ りま せ ん 。 どん な成 功 も， 家 庭

に お け る失 敗 を償 う こ とは で き ま せ

ん 。」 （デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ 大 管長 ，

「家 庭 の 夕 べ テキ ス ト」 １９６９－ ７０
， Ｐ

１１１）。

今 日， 家 庭 や 家 族 の 崩壊 は増 大 の 一

途 を た ど り， 悪 魔 は巧 み に働 い て 父親

を 家 庭 の長 た る座 か らひ きお ろ し， 子

供たちの間には反逆をまきおこしてい

る。モルモン経はこの状態を， 「わが

民は小児にしいたげられ，女 に治めら

れる」と記 し，次にこう述べている。

その言葉は，産児制限や堕胎を促進す

る政治家たちのことを考える時に，重

大な意味を持つのである。 「ああわが

民よ，汝 らを導 く者たちは汝らを誤た

せ汝 らの道を破る」と。（皿 ニーファ

イ１３：１２）私は真心から真剣に姉妹た

ちに警告 したい。堕胎を行ない，将来

与えられるべき健康な子供を自ら妨 ぐ

ような手術をする人 々は，自分の昇栄

と，神の王国に入る特権とを危険にさ

らしているのである。

両親には子供を正 しく育てる直接の

責任がある。この責任は親戚 友人，

隣人，学校，教会あるいは国家などに

安心 してまかせ られるべきものではな

い。

Ｊ・ルーベン ・クラーク，Ｊｒ，副管

長は述べている。 「私はあなた方両親

にお願いする。子供たちについては何

事でも当然だと考えないように。彼 ら

の多 くはもちろん善良である。 しかし

我々のうちには，彼 らが真理 と義の道

か らそれ始める時に気づかない者がい

る。毎 日毎時間，気をつけ て い な さ

い。心使いや世話を怠 って は な らな



い。 福 音 の精 神 ， 神 権 の精 神 に よ っ て

親 切 に 治 め な さい。 子 供 た ち を正 しい

道 に 従 わ せ た い な ら， そ の よ うに して

治 め な さい 山 な ん で も許 す親 は 問題 で

あ る。

私 は や ぐらの上 の ひ と りの見 物 人 と

して ，若 者 を 誤 って 導 き，家 族 の 絆 を 破

るそ の お もな 原 因 が ， 我 々 の持 つ教 育

制 度 に あ る と警 告 した い。 ジ ョセ ブ ・

Ｆ ・ス ミス大 管長 は ，教 会 員 を お び や

か す ３大 事 の ひ とつ に ， 間違 った教 育

思 想 を あ げた 。教 会 が 若 い 人 々は イ ン

ス テ ィチ ュ ー トな ど の付 属 して い る家

に近 い学 校 で 学 ぶ よ う勧 めて い る のに

は， 少 なか らぬ 理 由 が あ る。 そ の こと

に よ り， 両 親 は子 供 の近 くに い る こと

が で き る。 両 親 が 子 供 につ いて よ く知

り， 気 を つ けて い る な らば， 昨 年 マ ッ

ケ イ大 管 長 が忠 告 した よ うに， シ グ モ

ン ド ・フ ロイ ドや チ ャー ル ズ ・ダ ー ウ

ィ ン， ジ ョ ン ・デ ュ ー イ， カ ール ・マ

ル クス， ジ ョン ・ケ イ ンズ な どの人 々

の誤 りを しっか り と見抜 く助 け が で き

るの で あ る。

現 在 ， 大 学教 育 を 充 分 に受 け な い こ

と よ り もは るか に悪 い こ とが起 きて い

る。 実 際 ， 子供 た ちが 大 学 に 出 席 して

い る間 に， 道 徳 不 在 に傾 い た 管理 者 た

る人 々 に よ り最 悪 の 事 態 が 引 き起 こ さ

れ る こ・とが しば しば あ る ので あ る。

ヵ 一ル ・Ｇ ・メ ー ザ ー は 言 っ た 。

「わが 子 を 腐 敗 した 教 師 の手 に渡 して

堕 落 させ る よ りは， む しろ天 然 痘 や チ

フ ス や コ レ ラや 不 治 の病 い， 死 の病 い

に引 き渡 した い。偉 大 で は あ るが不 純

な哲 学 者 よ りも｝ 無 知 で は あ るが 心 の

清 い教 師 の も とで教 え を うけ る機 会 の

ある方がはるかによいことである。」

年々多くの親たちが，子供のために

職業教育，通信課程，家事教育施設の

必要なことを実感 してきている。

現在，ブリガム ・ヤング大学は合衆

国内最大規模を誇る私学である。 ブリ

ガム ・ヤング大学は近隣，遠方の親た

ちか らこれまでになく大きな期待を寄

せられる存在となった。

あなた方の子供たちがこのような学

校にたとえ入ろうと入るまいと，大切

なことは子供の身近にいて毎日の様子

に心を くばり，出来ることなら彼 らが

学校でどのようなことを学び，どんな

教科書を読んでいるかを知ることであ

る。

ジョセフ ・フィールデ ィング ・スミ

ス大管長は，知っている限りにおいて

どの公立学校にも，無意味な内容を含

む 「学問」について教える教科書が使

われていると語 った。 （己に心を留め

よ 英文 Ｐ．３２）

私は，定期的に子供たちが教わって

いることの内容を調べているという立

派な父親を知っているが，彼は子供た

ちが誤った教えを教え られたとわかっ

た時には，子供と一緒になって真理を

追求 している。子供たちが試験の際に

その誤った教えを書かねばならない時

には，ジョセブ ・フィールディング ・

スミス大管長が勧めているように，「教

師はこのように言っている」とか 「こ

のように教わった」とか 「教科書にこ

う述べてある」と付け加えて答えを書

くことができよう。

：．録近数名の親たちが息子の学校の校

長にあてた公開状を新聞に投稿 した。

その一部をあげてみよう。

「ここに以下のことを告知申しあげ

ます。以下に署名のある両親は，息子

が性教育，人間の生物学的進歩，心構

え，自覚，個人生活，家族生活，集団

療法，感性訓練，自己批判，およびそ

の類の教育を署名人の許可と同意な し

に教えられることを禁止いた します。

私共は学校当局の干渉と反対に犯さ

れることなく両親としての権限を行使

して，子供に道徳と性教育を施 し，導

きたいと思 う次第であります。

私共の息子は，道徳標準を低下させ

個人の責任をあいまいにし，集団の思

想に従わされ る方向に行 く感性訓練，

集団療法， 自己批判など （それ らは広

く世の中で用いられているものだが）

を教えられてきま した。

クラスにおいて前述の事柄やこの公

開状を無視 したことが行なわれた場合

には，ただちに教室を出るようにと息

子に教えてお ります。」

「主は末の世 にサタンが家族の絆を絶

とうとすることを知ってお られた。法

廷か ら好色文学を許す判定が出ると知

っておられた。

神が５０年以上も昔に予言者に霊感を

与え，毎週行なう家庭の夕べのプログ

ラムをたてられたことを，我々はいか

に感謝すべきであろうか。それは両親

が子供を教えるという責任の最たる機

会である。忠実な教会員たちは週に一

度のみならず家庭の夕べを行ない，み

たまの命ずるまま，家庭の夕べのテキ

ス トに追加削除 して教えている。

教会の （毎週マ晩行なう）家庭の夕

べプログラムは，家庭を守り強 めるこ
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と を 目的 と して たて られ た， 父 親 母 親

が 家 で 息 子 娘 た ち と一 緒 にす ごす 時 間

で あ る。 祈 り， 讃 美 歌 そ の他 の歌 を 歌

い， 聖 典 を読 み， 家 庭 内 の話 題 につ い

て語 り， 才 能 を発 表 し， 福 音 の原 則 を

教 え， ゲ ー ム や リフ レ ッシ ュ メ ン トを

出 す。

こ こに， 毎 週 家 庭 の夕 べ を行 な う人

々 に約 束 され て い る祝 福 を あ げ よ う。

「聖 徒 た ち が この勧 告 に従 うな らば

大 きな祝 福 が もた らさ れ る こと を約 束

す る。 家 庭 の 愛 と両 親 に対 す る従 順 が

増 し， イ ス ラエ ル の若 人 の心 に信 仰 が

強 ま り，彼 らは直 面 す る誘 惑 や悪 い影

響 と戦 う力 を得 るの で あ る。」 （大 管 長

会 ，・１９１５年 ４月 ２５日イ ンプ ル ー ヴ メ ン

ト ・エ ラ１８巻 Ｐ．７３４）

さて ， 今 日の 若 者 は どの よ うな 娯楽

を 楽 しむ こ とが で き るで あ ろ うか 。 あ

なた は テ レ ビ， ラ ジオ ，雑 誌 ， レ コ ー

ドな どに よ り， 知 らず 知 らず に 家 庭 に

お け る あ なた の権 利 を 奪 わ れ て はい な

いだ ろ うか 。 ロ ック ミュ ー ジ ックの 大

多 数 は， 両 親 が 知 らな い二 重 の 意 味 を

持 つ 言 葉 を用 い， 故 意 に不 道 徳 や 麻 酔

乱 革 命 ， 無 神 論 虚 無 主 義 へ 人 を 駆

りた て る もの で あ る。

よ く知 って い る親 は， 風 紀 を 乱 す 耳

ざ わ りで騒 々 しい ロ ッ ク ミ ュー ジ ッ ク

が感 覚 を麻 痺 させ ， 感 受 性 を鈍 く し，

野 蛮 さを 呼 び起 こす 野 性 の音 楽 だ と，

子 供 に警 告 す る こ とが で き る。

Ｊ ・ル ーベ ン ・ク ラー ク， Ｊｒ， 副 管

長 は この よ うに言 った。 「現 代 芸 術 ，

文学 ， 音 楽 ， お よ び演 劇 の実 に多 くが

風 俗 を乱 す もの だ とい う こ とを， 少 し

考 え て い た だ きた い。 ま った く， … …
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あ な た方 の聞 く音 楽 が ， ジ ャ ングル の

タム タム とど の よ うに違 うか を私 は知

らな い が， そ う違 った もの で は な い と

思 う。 … …

あ な た方 は これ らの こ とに気 を つ け

な くて は な らな い。 そ れ らは み な子 供

た ち に影 響 を及 ぼ す の で あ る。 あ な た

方 の 家庭 生 活 を で き る限 り天 国 に近 い

もの と しな さい 。」 （扶 助協 会誌 １９５２年

１２月 号 Ｐ．７９８）

若 者 の 指導 者 た ち， あな た は 我 々の

標準 を 高 くか か げ て い るだ ろ うか。 低

俗 な分 子 にへ つ ら って教 会 内 に 偽 りや

悪 の存 在 を 許 して いな いだ ろ うか。 文

化 ホ ール で 行 なわ れ て い る ダ ン スや 音

楽 は品 が あ り， 美 し く， ほ む べ き， よ

き聞 こえ あ る も ので あ ろ うか 。 短 い ス

カー ト， 大 声 ， ス ポ ッ トライ トの見 ら

れ る暗 い場 と な り， 現 代 の ソ ドムの 様

相 を示 して は い な い だ ろ うか 。

若 人 の指 導 者 は， 若 き 日 の ジ ョ ン ・

ウェ ス レー が母 親 か ら受 け た次 の標 準

を受 け入 れ て い る だ ろ うか 。 彼 女 の正

しい忠 告 に耳 を傾 け な さい。

「あ な た は楽 しみ ご との 善悪 を見 分

け な さい 。 そ して次 の こ とを きま り と

しな さい 。理 性 を弱 め ，良 心 を く も ら

せ， 神 さま に つ い て の思 い を あ い ま い

に し，霊 的 な こ とを喜 ば な い よ うな こ

とは 何 で あ って も， そ して ，心 よ り も

体 の 方 を重 要 視 す る もの は 何 で あ って

も， あな た に と って悪 い もの で す。 そ

れ が その もの 自体 い か に無 害 に 見 え よ

う と も。」

我 々は モ ロ ナイ の警 告 の よ うに 「神

の 聖 い教 会 を 汚 して い な い だ ろ うか」

（モル モ ＺＢ ：３８）両 親 や 神権 者 が 家

族を神のみもとへ導こうと努力する時

に，教会の補助組織はその助けとなる

ものである。我々の内には，いわゆる

「平和運動」の象徴である破れ十字架

や反キリス トのしるしを身につけてい

る者はいないだろうか。

「わたしの民は知識がないために滅

ぼされる」 とホセアはなげいた。 （ホ

セア４ ：６）現在，ある親たちは知識

を得て，立ちあがり，子供たちに教え

るということを拒むために，子供たち

を精神的，外的にだんだん悪 くしてい

く状態にある。もしも我々が善悪を知

って神のようになれるなら，我々は何

が我々をだめにするのか，どのように

したらそれを避けられるのか，そのた

めに何ができるのかをよ く知るに違い

ない。

今こそ，我々父親の心が子に向けら

れ，子の心が我々父親に向けられる時

である。さもなくば，我々は呪いをも

って撃たれるのである。妻たちが家を

あとにして外で働 く時，子供たちの受

けるべき祝福は減り，離婚の種がまか

れることも多い。働いている母親たち

は，子供が必要としているものは金よ

りも母親であることを，よく認識 しな

くてはならない。

世の有様が悪い方に進展 してい くに

つれ，家族が義のもとに集まり，団結

す ることはむずかしくなっていく。あ

る人は 「現代では，人を家庭か ら引き

離すものが大変多くなっています。私

たちは多す ぎる活動や関心事にあまり

にも多 くの時間と注意を払いすぎて，

家族や子供たち，主から愛 し，育て，

教え助けるようにと与えられた人たち



の ことを お ろ そか に して は い な い か ど

うか ， 真 剣 に考 え な くて は な り ま せ

ん」 と言 った。

そ うで あ る， 我 々 は家 庭 を 強 く しよ

うで は な いか 。 朝 夕 の 家 族 の 祈 り，個

人 の祈 りは家 庭 に主 の 祝 福 を 招 くもの

で あ る， 食 事 時 は家 族 が 順 番 に 聖 典 ，

特 に モル モ ン経 を読 む な ど して ， 一 日

を 振 り返 り， 体 を 養 うの み な らず 霊 を

も養 うす ば ら しい 時 間 で あ る。 夜 は 父

親 に と って ， 子 供 た ち全 員 の 枕 も とへ

行き，語 り合い，質問に答 え，愛 して

いることを告げる忙 しい時間である。

そのような家庭には， 「世代の相違」

などあり得るはずがない。 この誤った

言葉は，家庭と家族を弱 くする悪魔の

もうひとつの武器である。両親を敬 う

子供たちと子供たちを愛す る両親は，

家庭を安全な天国，小さな天国とする

ことができる。

こうかつな悪魔のはかりごとを防 ぎ

主の清い道に従うことにより，神は我

々を 祝 福 され 我 々 は家 族 を強 くす る こ

と が で きる。 そ の よ うに して ， 我 々 は

しか るべ き時 が来 た ら， 日 の栄 の家 庭

で天 の御 父 に向 か い， 私 た ち は， 父 ，

母 ， 姉 ， 弟 な ど愛 しあ う全 員 が こ こ に

い ま す と報 告 で き る の で あ る。 す べ て

の椅 子 が満 た さ れ， 我 々全 員 は家 に帰

って い ると。 イ エ ス ・キ リス トのみ 名

に よ って。 ア ー メ ン。
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我 々 を頼 りとで き るだ ろ うか

七十人最高評議員

ロ ー レ ン ・Ｃ ・ダ ン 長 老

ある森林監視員が，国立公園へ野生

動物の生態を撮 りにやってきたひとり

の旅行者について話 したことを，私は

今で も忘れない。キャンプ地か らそう

遠 くない所で，彼はめざすふたこの子

熊が じゃれたり，餌をさが したりして

ごみ捨て場をひっかきまわしているの

を発見 した。 カメラをつかんで飛び出

した彼は，吟ろいうな角度か ら写真を

撮 りまくった。その時彼は夢中だった

せいか，森の中で子熊がいる時には母

熊も必ず近 くにいるということをすっ

か り忘れて しまっていた。

遊んでいる子熊のクローズアップ写

真を撮ろうと移動するうちに，彼は不

注意にもちょうど少 し離れた茂みにい

る母熊と子熊の間に入 ってしまったの

である。母熊は子熊を守ろうと突進 し

たが，幸いその様子を見てとった通行

人が大声で叫んだため，旅行者は軽業

師に劣 らぬ敏捷さを発揮 してごみ穴を

飛び出し，惨事を免かれた。

我 々は動物が子供を守 るためにどん

な残虐行為をするかをよく聞 くが，そ

のような話はたいていの場合，説明の

つかない理由で自分の子供を見捨てる

親たちに比較 して語 られる。そのよう

な行ないは非難ｉされるべきであるが，

とはいえ，我々の住む今の時代には赤

ん坊をよその戸口に置 きざりにすると

同様に，あるいはそれ以上に悪いこと

が存在するのである。

親たちが信 じて家庭の中心としてい

る道徳や行ないのきまりというものを

子供が無視 し，彼 らの行ないを正 し，

より良 くしようと思って行なう親の努

力にことごとく子供が反抗する時に，

親たちがいかに彼を見放そうとしてい

るかについてお話 しよう。

戸口に置き去 りにされた子は， しか

るべき施設に預けられ，そのほとんど

は子供を欲 しがっている家庭に引き取

られ，実の子と同 じように愛され，育

て られるであろう。

悪い道に走ったり，両親の努力に反

抗 したりするか らという理由で実の親

か ら見捨てられる子供は，それよりは

るかに困った状態にある。彼 らが困難

な時期を迎える時，親以外にだれが彼

らを心にかけるであろうか。

衆知の如 く，現代の蒜劇は多 くの若

者が家を離れてさまよい，問題の禍中

に入ったり，社会に問題をひ．きおこす

ということである。永遠の御父も彼 ら

を息子娘として心配 しておられること

を，我々ぽ知っているだろうか。我々

が失われた羊の話を理解するならば，

安全な群の中にいない彼 らのことをも

っと重要なこととして考えるに違いな

いｏ

ある若者たちがなぜ反抗 し，放浪 し

始めるかについて，社会には千にも数

えられるほどの理由がある。 しか し私

は多くの場合，その若者を生み，育て

る途中で彼 らをひとりに しておくか，

ないが しろにするか，人格形成に必要

な世話を怠 ったかして結局彼 らを見捨

ててしまった両親に，理由のすべてが

返 って くると考えざるを得ない。

先 日私のところに清潔な身なりをし

た美 しい女性がやってきた。 しか し彼

女の語 った話は清いとか美 しいとかい

う言葉 とおよそかけ離れたものであっ

た。

彼女は十代の初め頃か ら麻酔剤にふ

けり出 し，それがあまりにもひど くな

ったため，一時は家を離れてグループ

からグループへ渡 り歩いたこともあっ

た。いわゆるヒッピーとなり，ほとん

どの時間を，薬に酔 っていた。

その時彼女はこのように話 して くれ

たのである。 「とても不思議だったの

ですが，そんな時も父は私を見放 さず

私が両親の心を痛めていると知 りつつ

家に帰 る時には，いつも父の愛を感 じ

ることができま した。父は私のしたこ

とをみな非難 したのですが，私 自身を

非難ｉしたことがありませんでした。」

この女性は，ある晩よくない旅行を

したと話 してくれた。 たしか そ れ を

「気まぐれ旅行」と言って い た と思

う。それはおそろしい経験で，家に帰

ってか らその夜中まるで子供が悪夢に
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うなされた時のように，両親にベ ット

のわきにつきそってもらったと言 う。

彼女は父親から祝福 されて，ようやく

心身の苦痛が和 らぎ，落着きを取 り戻

した。

それがこの女性の人生の曲りかどと

なった。いつも悪いと知 りながら反抗

せずにいられなかった， と彼女は語 っ

た。少しずつ生活を元に戻し，今はま

だ進むべき道を しっかりとは持たない

なが ら，道を作っている。

彼女には決 して彼女を見捨てない父

親というものがあった。

ここで，私は教会員ではない母親と

１８歳の息子の話を思い出す。母親の話

を紹介 しよう。

「息子は３年ほど前に新 しい友だち

を持ち，それをきっかけに 『麻酔剤』

を飲むようになりました。私はけんめ

いになってその友だちがどんな子かと

いうことを教えさとし， 『麻酔剤など

飲むものではない』と言いましたが，

言うことを聞きませんで した。家を飛

び出てか らは，もう私の手の及ぶはず

がありません。

だめという言葉がひんぱんに出るよ

うになるにつれ，息子の反抗も手に負

えなくなりました。……ある晩，息子

は夕食の時に ｒぼ くはこれから家のき

まりに従わないことにしたか らね』と

言い出しました。彼はその時までにお

よそ３ヵ月かかって必要なお金をため

ており，家を出ると言 うので’した。息

子は ｒそうしたら言いたいことを言っ

て，飲みたいものを飲むんだ』と言い

ました。」

その時母親はテーブルか ら立ち上が

り， ホールに行 って引 き返 してきてそ

して， 「あなたのために新聞をとって

おいたわ。あなたがきまりに従 って生

活 しようが，どこか他に住む所をみつ
も

け よ うが ， ３か月 か け な くて も ３日間

で 決 ま ります よ」 と百 った 。

息子はびっくりしたが，翌日職 を決

めて家を出ていった。 しか し家を離れ

たとはいえ，家族の関係を絶ったわけ

ではない。母親はこう語った。 「私は

息子に ドアがいつも開かれていること

を知らせました。息子のアパー トを見

に行 き，新 しい仕事に気をつけ，引越

しが終わった時には食事に招待しまし

た。そのようにして，息子は家に来 る

ことが敗北ではな く，新たな決定なの

だと知ったのです。

息子はいくつも職を変えま した。レ

ス トランでも働きましたが，自分の問

題を解決 しようとしているうちに他の

人を援助する立場に変っていき，とう

とう最後には，家出人や麻薬問題に関

係 した人々を世話する事業所につとめ

ることになりました。

息子は時々家へ遊びに来ました。私

は 『どこにいるの」とか 『そろそろ帰

って来ない』とか聞いていたのですが

ある日息子は家に戻ると決心して くれ

ました。それまでの職場を麻酔剤のこ

とでやめさせ られたので した。」

それか ら，母親は大切なことを語 っ

て くれた。 「息子はいくつかの誤ちを

犯 し， しなくてもよかったはずの苦 し

みを経験 しました。けれど，私は彼が

世の中の悪に抵抗 して，良いもの，美

しいものを受け入れるようになったと

思うのですよ。……子供 というものは

良い子になる権利 と悪い子になる権利

と，それから自分の両親がどんな場合

にも自分と共にいて くれるということ

を知る権利を持っていると思います」

（クリスチャン ・サイエンス ・モニタ

ー，１９７０年 ９月 ９日）

おそらく，数か月前の出来事を皆さ

んは覚えておいでのことと思 うｄ、ほと

んどの新聞に載ったことである。ある

大都市の超高速道路の分岐点で，鉄柵

にしがみついていた少女が発 見 さ れ

た。警官が召集 され，少女は救い出さ

れ た が， そ の子 の話 は聞 くも あわ れ な

もの で あ る。

彼 女 を そ こへ置 き去 りに した の は何

と， そ の子 の両 親 で あ った。 両 親 は，

「こ こに しが み つ い て お い で
。 ど ん な

こ とが あ って も離ｉれ て は い け な い よ」

と言 って ，彼 女 を残 した ま ま車 で走 り

去 った とい う。新 聞記 事 は そ の有 様 を

克 明 に伝 えて いた 。 小 さな 少女 が 目に

涙 を た め なが ら歯 を くい しば り，車 や

巨大 な トラ ックが ビュ ン ビ ュ ン と左 右

を往 来 す る真 中 で ， 父 親 が しが み つ い

て い な さ い と言 っ た と お り に しっか り

と柵 に しが み つ い て い る のを 思 い浮 べ

る こ とが で き るで あ ろ う。 け な げ にが

ま ん を して， 引 き返 す はず もな い父 母

を 待 って い た姿 を。

両 親 の 方 々， ど の よ うな 困難 に会 お

う と も， た とえ何 が子 供 た ちを そ こへ

連 れ て行 った に して も，決 して子 供 た

ちを 人生 の 暗 や み や 危 険 な 道 に置 き去

り に しな い よ うに して いた だ きた い 。

彼 らが 目覚 め る時 ， それ はつ ら く長 い

道 か も しれ な い。 しか し， 彼 らが 我 々

を必 要 と して い る とわ か っ た時 に， 彼

らを失 望 させ る こと の な い よ う， 心 よ

り祈 る もの で あ る。

「… … ま だ遠 く離 れ て い た の に
， 父

は彼 を み と め， 哀 れ に思 って走 り寄 り

そ の 首 を だ い て接 吻 した。 む す ごは父

に言 った。 『父 よ ， わ た しは天 に対 し

て も， あな た に む か って も，罪 を犯 し

ま した 。 も うあ な た の む す こ と呼 ぼ れ

る資 格 は あ りま せ ん 」。 しか し 父 は 僕

た ち に言 い つ けた ， 『さ あ，早 く， 最

上 の着 物 を 出 して きて こ の子 に 着 せ ，

指 輪 を 手 に は め， は き も のを 足 に はか

せ な さ い。 … …

この むす こが 死 ん で い た の に生 き返

り， い な くな っ て い た の に見 つか っ た

の だ か ら』 （ル カ１５：２０－ ２２， ２４）

イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ って。

ア ー メ ンｏ
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１９７０年 １０月 ４日， 日曜 日午 前 の大 会

家 族 ε 棚
十二使徒評議員会

ボ イ ド ・Ｋ ・パ ッヵ 一 長 老

？

ζの安息 日の朝，私 は新たな責任を

もうてζの壇上にあがり，．今までにも

増 して主のみたまの導 きを願い， ここ

におられる皆様や耳を傾ける人々の信

仰と祈 りに関心を持つものである。私

は親である方々に対 して，わがままな

道に迷った子供たちについてお話 した

いと思う。

∫先日，息子のことで深刻な問題をか

かえ起ひとりの父親が， 「いつ息子が

出かけるか，またどこにいるか私たち

は知 りません。でも息子がここにいる

時には，いっもきらわれ者です」と言

っているのを耳にした。私がお話 した

いのはその心痛についてである。大勢

の皆様を前にしているため足がす くむ

よう．な思いがする。

息子や娘がどこにどうしているのか

だれか知 ってはいないだろうかと，心

配 レ，祈 っている母親を見たことはな

いという人は豚とんどいな い で あ ろ

う。また，日中から仕事に身が入 らず
』．「私たちの何が悪かったのだろう。子

供を呼び戻すにはどうしたらよいのだ

ろう」と考えてばかりいる父親をよ く

目にするζとであろう。

一生懸命に努力 している立派な両親

さえ，その心痛を味オ）っている。多 く

㊤両親があらゆる手を尽 して子供たち

を守ろう，と努 めてきたが，今子供たち

唾迷いの道に入って しまっている。そ

れは家庭と家族とを困難な事態が見舞

って い るか らで あ る。 次 の言 葉 に つ い

て 考 え て み て い た だ きた いＱ．

不 信 心

裸 体

不 道 徳

離 婚

好 色 文 学

麻 薬

暴 力

性 倒 錯

これ らの言 葉 は ここ数 年 の う ちに ま

った く新 しい意 味 を与 えて き た。

使 徒 パ ウ ロは テ モ テ に予 言 し て い

る。

「しか し
， この ζと は知 って おか ね

ば な らな い。 終 りの時 に は， 苦 難 の時

代 が来 る。，そ の 時， 人 々 は 自分 を愛 す

る者 ，金 を 愛 す る もの， 大 言 壮 語 す る

者 ， 高慢 な者 ，神 を そ しる者 ， 親 に さ

か ら う者 … … とな るで あ ろ う」。 （皿テ

モ テ ３ ：１－ ２）

こ の聖 句 に つ い て語 るべ き こ とは た

くさん あ るが ， 「親 に さか らう者」 と

い う箇 所 が 特 に 目を ひ く。

私 た ち は苦 しみ を 呼 び起 こす よ うな

話 題 に触 れ た くな い し， 失 敗 を 責 めた

い と も思 わ な い。 しか しあ なた は誤 っ

て お り， それ が心 痛 の元 と な って い る

ので あ る。 誤 ちを 終 わ らせ た い な ら

ば， どの よ うにつ ら くと も そ の問 題 を

直 視 しな くて は な らな い。

２， ３年 前 ， 私 は朝 の少 しの時 間 ，

体 を 悪 く して病 院 で検 査 を続 け て い る

母 親 に呼 ば れ た。、

母 は 「家 へ 帰 りま す 。て ん な検 査 は

が ま ん で き ませ ん わ。 今 す ぐに連 れ て

帰 って お くれ 。 も う一 日 もい た くあ り

ませ ん」 と言 った 。

私 は母 に言 った 。 「で もお母 さん ，

検 査 は受 け な くて は な りま せ ん 。 あ な

た は癌 か も しれ な い と い う理 由 が は っ

き り して い る ので す か ら， も しそ うだ

った ら， と り返 しがつ か な い の で す

よ 。」

そ う言 った ので あ る。 口 にす る の を

避 け， か げ で ひ そ ひ そ と話 す よ うに し

て， 母 に は決 して知 らせ ま い と して い

た の に， 言 って しま った。

母 は長 い こ と黙 って ベ ッ ドに す わ っ

て い た が ，最 後 に 「そ うか い， も しそ

うだ った らそ れ で し ょうが な い ん だ か

ら， 私 は病 気 とた た か い ま す よ」 と言

った 。 母 はか ん しゃ くも起 こ さず， 病

気 と た たか い， つ いに 勝 った 。

母 が 病 と の たた か い に負 けた だ ろ う

と考 え る人 も あ るで あ ろ うが ， 彼 女 は

立 派 に そ の た たか いを 勝 ち抜 い た。 勝

利 は彼 女 が苦 しい現 実 を しっか りみ つ

め た時 に保 証 され た ので あ る。 そ こか

ら勇気 が わ い た の で あ る。

両 親 の方 々， まず 最 初 に問 題 の中 で

一 番苦 しい箇 所 に つ い て考 え る こと は

で き るで あ ろ うか。 息 子 や娘 を 非 難 し

た い 時 に， 子 供 を 少 しの 間 だ け変 え よ
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うとはせずに， 自分自身のことを振 り

かえることがなぜできないのであろう

か。子供ではなく，あなたがまず変 ら

な くてはならないのである。

あなたの行ないがひとつの原因であ

る時，あなたはたとえ正 しいと思って

したことでも，それまでの行ないをや

め，子供があるふるまいをやめるだろ

うなどと期待することもやめなくては

ならない。

そのことである。口にするのを避け

道に迷った子のことに非常な気をつか

い，人を責め，両親と仲良 くできるよ

うに，さまざまな手だてを尽 したあと

に，それをやってみるのである。

今すぐ考えてみなくてはならないの

は，子供のことではなく，あなたのこ

とである。

さて， もしそのことを受け入れて下

さるのなら，親であるあなたに具体的

な方法をお話 したいと思 う。 この提案

はやさしいものではないということを

つけ加えてお く。問題が重大であるだ

けに方法もそれ相当に困難だからであ

る。飲んだとたんに直 るというような

薬は決 してない。

また，もし信仰と教会の教えを無視

しなが ら解決 したいと思う人があるな

ら，その解決法は決 してみつからない

と申しあげる。教会の原則や教えのこ

とを話 し，聖句を引用するのは，興味

深いことではないだろうか。そ して多

くの人がそのような話を喜 ぶ で あ ろ

う。 しかし，私たちがあなたの家族と

問題について話 し合い，解決方法を提

案する時に、あなたは必ず深い関心を

持たれる。

他のことを語 らず してあることにつ

いて話 し合えはしないこと，また問題

の解決 も期待できないことを知ってい．

ただきたい。両親が神がおられること

を知り，私たちがその手供であること

を知れば，問題に対 して次のように対

処することができ，やがて勝利をおさ

めることができるであろう。

あなたが無力でも，神はそうでなく

あなたが迷っても，神は迷わず

あなたが次になすべきことを知 らず

とも，神は知っておられ る

奇跡が起 こらねばというのか

では奇跡が必要というのに

なぜそれが起 こらぬのか

まずそれをはばむ道から

あなたが抜け出なさい

ジョセブ ・マリンズの 「柵か救急車

か」という詩があるが，，そこには，

崖の下に救急隊を送る苦労が述べられ

結論として，結果をなおすよりもその

結果を招いた原因を防 ぐことにこそも

っと注意が必要だという昔の賢人の言

葉が述べられている。彼は崖に柵を作

ることを提案 し，さらにその考えを若

い入々に応用 している。年寄 りを改心

させるより若者を導 くことの方がよい

こと，堕落 した人を救 うことはよいこ

とだが，堕落から人々を守る方がよい

ということを述べている。

私たちは免疫をつくって 病 気 を 防

ぐ。あなたの受けている心痛 もおそら

く，ちょっとした方法で防げたはずの

ものに違いない。さいわい，予防のた

めの手段が治療の手段でもある。すな

わち，事態が進行 している今でも，予

防が一番の治療となるのである。

ここで，子 供たちを守るにも，迷っ

ている子をいやすにも役立つ実際的で

有効な方法をお話 しよう。

私が今手に持っているものは家庭の

夕べの本である。シリーズの７版目で

世界の１７力国語に訳されている。お読

みになれば， これが新約聖書を基とし

て書かれていることに気づかれると思

う。テーマは自由意志であり，新約聖

書の時代からレッスンがと られ て い

ると言 っても内容まで昔に戻るわけで

はない。それは時代を越え，あなた自

身にも，身のまわりのどこにでも見 ら

れる内容を含んでいる。

カ ラーが ふ ん だ ん に使 用 され ， どの

年 代 の子 に も合 うた くさん の役 に 立 つ

活 動 が載 って い る。

た とえ ば， こ こに は （Ｐ．３９）ク ロ ス

ワ ー ド ・パ ズ ル が あ り， ま た こ こに は

（Ｐ．２３）きれ い な ゲ ー ム が 載 っ て い

る。 切 り と って ボ ール紙 に は って ， 使

用 で き る。 あ な た が 「天 の宝 」 と 「こ

の世 的 な 楽 しみ 」 の 間 を動 い て い くわ

けで あ る。

こ こに は 「我 が 家 の成 り立 ち」 （Ｐ．

５１） と い う レ ッス ンが あ り，「今 度 は ，

あ な た方 が ど の よ うに して 出 会 い ，’恋

を して結 婚 したか を 子 供 た ちに話 す 時

です 。 ２人 で 一 緒 に話 す よ うに して 下

さ い。 絵 を使 っ た りう 大 切 に し ま って

お い た結 婚 衣 裳 や 案 内 状 ， 結 婚 式 の 写

真 な どの記 念 品 で 説 明 して 下 さ い。 い

つ の 日か孫 に も聞 かせ ら翫 る よ う，、、毒

な た方 ふ た りの説 明 を テ ー プ に と つて

お くの も良 い考 え です 」 と書 か れ て い

る。

ま た， 他 に レ ッス ンの題 を あ げ る と

「家 庭 管理 」
， 「礼 拝 」， 「清 い言 葉 使

い」，． 「家 庭 経 済 」， 「両 親 神 聖 な る

機 会 」， 「権 能 を 尊 ぶ 」， 「ユ ー モ ァ の

価 値 」， 「新 しい地 へ行 こ う と して い る

あ な た」， 「予 期 せ ぬ 出来 事 が 起 きた

ら」， 「救 い主 の誕 隼 」 な どが あ る。

これ は 「自申 を 得 させ る もの」 とい

う レ ッス ンで あ り‘，子 供 た ちを導 く警

笛 で あ る。 中 に は色 ず りの 証 明 書 が は

さ まれ て お り， 「家 族 の 人 た ちが や っ

た こと の な い よ う な活 動 を 選 ぶ こ．と５

証 明 書 の形 式 を と った 一 枚 の紙 を 封 筒

に入 れて ， 家 族 に一 枚 ず つ 渡 す 」ｉ 父

親 が 「この証 明 書 は あ なた が 家 庭 の 夕

べ に お い て， ピア ノを 一 曲 弾 く ことを

許 可 す る もの で あ る」 と書 いて サ イ ン

をす る と書 か れて い る。 も ち ろ ん， そ

の子 は そ れ ま で に ピア ノを 習 っ た こと

が な い。

子 供 の年 令 に あ わせ て他 の証 明 書 も

で き る。 「逆 立 ち す る こと， 逆 立 ち を
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し， 手 で 歩 くこ と， 外 国語 を話 す こ と

油 絵 を 書 くこ と」 な ど。 さ らに， 家 族

の人 た ちが で きな い と言 った ら ど う し

て それ が で き ない か を 話 し合 う。 そ し

て そ の話 し合 いの 中 か ら，能 力 を 伸 ば

す た め に は それ を 支 配 して い る法 則 を

学 んで ， そ の法 則 に従 わ な けれ ばな ら

な い こと を知 り， それ に従 う こと に よ

り 自由へ と導 くよ うにす る。

小 さな子 供 た ち の い る家 族 の た め に

は， お も ち ゃの車 を テ ーブ ル の上 の ど

こで も， どん な ふ うに で も走 らせ て よ

動，学生活動等 も含め，神権 と補助組

織プログラムは，この決定に注意を払

わなければな らい。家族は教会の活動

か ら自由にな り，家庭の夕べで共につ

どうことができる。」（１９７０年 ９月神権

会報）

生ける予言者は， このプログラムに

ついて，両親が週に一度子供たちを集

めて福音を教えるならば，そのような

家庭の子供たちは決 して道を．誤ること

がないと約束 している。

教会外の方々も，また残念なことに

い と言 う。小 さな子 で もそ の結 果 を予

想 で き るは ず で あ る。

この レ ッス ンだ け を と って も， ま た

す べ て の レ ッス ンに つ い て も，子 供 と

両 親 が 仲 良 くな るた め の 非 常 に た め に

な る有 効 な方 法 が 数 多 く載 って い る。

この プ ログ ラ ム は週 に 一 回 行 な う よ

うに計 画 され て い る。 全 教 会 に わ た っ

て そ の 日に指 定 され た月 曜 日 の晩 ， 家

族 が い っ し ょに集 ま る ので あ る。 最 近

出 た指 示 の 中 か ら少 し引 用 しよ う。

「全 教 会 を通 じ月 曜 の夜 が一 様 に守

られ る よ う，神 殿 活 動 ， 青 少 年 体 育 活
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教会内の大勢の方々も，たとえイエス

・キリストの完全な福音と教会員たる

資格と聖典 とを受け入れずとも， どう

か このような本を手もとに一冊置 くよ

う希望 して止まない、，それを手にする

ことはできるのである。理想的な家族

を造 りあげる 「証明書」をあなたに差

しあげたいと願 う次第である。法則に

従わずにそれができるはずはない。福

音を持たず ともこのようなプログラム

を行なうことにより，あなたは，悲惨

な病いに抵抗する免疫を子供に植えつ

ける針 と，その中にあって子供を守 る

血 清 とを手 にす る ことが で き る ので あ

る。

両 袈 の 皆 様 ，家 族 の霊 的 指 導 者 と し

て の責任 を 持 って い た の は， あ な た に

と って 過 去 の こ とで あ るか も し れ な

い。 現 在 の信 念 に確 固 た る もの が な い

な らば， ど うぞ真 理 を 求 め る勇 気 を持

っ て い た だ きた い。

今 ， これ ま で に な く立 派 なす ば ら し

い若 い 世代 の人 々 が い る。 あ な た は伝

道 の 召 しに つ か え る若 者 を見 た こ とが

あ るに違 い な い。 過去 に彼 らを こ とわ

った 方 た ち， ど うぞ 彼 らを捜 して下 さ

い。 彼 らが た とえ 小 さな 者 で も， 立 派

に生 き る若 者 の姿 を そ こに 見 出 す こ と

で あ ろ う。 何 千 何 万 の末 日聖 徒 ， 彼 ら

の よ うな文 字 通 りの聖 徒 が い るの で あ

る。

両 親 の皆 様 ， 私 は あ な た の心 を 希 望

で満 た した い と願 って い る。 心 痛 を い

だ い て い る皆 様 ， 決 して あ き らめ て は

い けな い。 い か に 暗 くと も， い か に道

が 遠 くと も， 息 子 や 娘 が い か に人 生 の

闇 に落 ちて いて も， 決 して あ き ら めて

は な らな い。 決 して 。

私 は皆 様 の心 に希 望 を 満 た した い と

心 よ り願 って い る。

神 が悲 しみ に ひ しがれ た両 親 を 祝 福

され るよ う。 子 供 を失 う こと ほ ど苦 し

い 思 い はな い が ， そ の子 供 が 帰 って く

る こ と ほ どに 大 きな喜 び もな い。

私 は 特 別 な証 し人 と して聖 任 され た

十 二 使 徒 の 一 人 と して ， 証 を 述 べ た い

と思 う。 神 が 生 きて お られ ， イエ スは

キ リス トで あ る こ とを 知 って い る。

そ して世 は神 の生 きて お られ る こ と

を 「見 よ うと もせ ず ， 知 ろ う と も しな

い」 こ とを。 心 悲 しむ両 親 の 皆 様 ，

「わ た しは あ な た が た を捨 て て孤 児 と

は しな い。 あ な た が た の と ころ に帰 っ

て来 る」 との主 の 約束 に 心 を とめ て い

た だ きた１い 。 （ヨハ ネ１４：１７－ １８） イ

エ ス ・キ リス トの み 名 に よ って。 ア ー

メ ンｏ



感 謝 の 心 を も．て ・∴ ・

大 管 長

ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス

愛する兄弟姉妹，教会のこの画期的な大会を終わる

にあた り，あなたがたの上に私の祝福を残 したいと思

う。

神権は人類を祝福する力であり，神権者はすべてそ

の同胞を祝福す る範囲内でそれを用いるよう期待され

ている。我 々は聖霊に導かれ るまま，義のうちにこの

権能を用いるならば，この世にあっても，永遠の世に

あって も，我 々の行ないは主により認められるであろ

う。

神の聖徒の上に祝福のあらんことを，主を愛 し戒め

を守 り主の御業に献身す る人 々に祝福のあらんことを

霊的にも物質的にも聖徒を祝福 し，正 しく努力する時

に繁栄があるように天父が聖徒に恵みを注ぎたもうよ

う祈る次第である。

私 自身 とあなたがたのためにも，主が我 々に豊かに

下 した もうた恵みに心より感謝を捧げたいと思 う。

我 々は天父の力により自由の民としてたてられてき

た。 自然の美 と恵みは我々のものであ り，我 々は従順

によって真理を得， 目にもうるわ しい生活をすること

ができるのである。それはまたこの人生に平安と喜び

をもたらし，永遠の天国で神と共に満ち足 りた生活を

す ることを約束 して くれる。

永遠の父なる神よ，汝の聖徒 らとこの末 日に汝の福

音のもとに集まった散乱され レイスラエルのすえに汝

のみたまをより豊かに下 したまえ。

我 々が一つの民 として汝に仕え，戒めを守 り，いた

るところにいる汝の子 らに真理 と義のおとずれを携え

行かんとの，望みを持つを汝は知 りたまえり。

それゆえに我 々は世界各地に宣教師を遣せ り。わが

息子たちは長年，伝道地にあり。その一人は今 も外国

にありて，数年間伝道の業をなせ り。

我 々は偉大なる真理 と光明を注ぎたまいし汝に感謝

し奉る。それ らはこの大会において汝の僕 らの口より

語 られ，聖霊の力によりあらゆる地の正直なる人々の

心にもた らされた り。

日ごとの糧を与えたまい，霊的に強あられ しことを

感謝 し奉る。今や我 々は再新 され，汝の使者 として出

で行 く覚悟ができ，我 々の能力の隈 りを尽 くして汝の

求めた もうことを行なわんと欲するなり。

おお天父なる神よ，汝が我 々に与えたまいしあらゆ

るものの故に感謝 し奉る。我 々はあらゆることに汝の

御手を感謝 し，汝の目的なる成功と勝利とが得 られん

ことを祈る。

汝がいにしえに語 りしままに今 日も語 りたもうこと

を知 り，我々は汝の御手のうちに汝のみ言葉を世に伝

える僕であり，我々のよき業を見て世の人々が汝の栄

光に導かれんために，我々が世に光を輝かす僕である

ことを感謝申しあげる。今 も永世にもすべての誉と栄

えとを汝の聖なる御名の上に帰 し奉る。主イエス ・キ

リス トの御名により，アーメン。
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日本東伝道部

全国のモルモンの皆様！

皆様の伝道部には，現在支部，伝道所がい くつある

のでしょうか。あまりにも急速な進展ぶりで，他の伝

道部所属会員には想像もつかない数にのぼるので．はな

いかと思います。今月号では，日本東伝道部の支部，

伝道所を紹介させていただきます。伝道所における改

宗者数も増加の一途をたどっています。いずれ折を見

て，皆様方の近況 もお知らせ下さい。互いに頑張 りま

しょう。

（●印 支部所在地 ○印 伝道所所在地）

●

小樽

●旭川

Ｏ岩見沢

木謝 幌東
ｏ

帯広

ｏ釧路

苫小牧ｏ

●

ｏ

函館

室蘭

ｏ青森
ｏ

弘前

ｏ秋 田

山 ●
形

ｏ

会津若松

ｏ へ　

ｏ盛 岡

●

仙台

●福島

０

郡山

石
ｏ巻

支 部 所 在 地

郵便番号

札 幌 支 部 （０６０）札幌市南２０条西 １６丁 目

小 樽 支 部 （０４７）小樽市富岡町 １の ５の ２３

室 蘭 支 部 （０５１）室蘭市幸町１２丁 目 ９番 地

旭 川 支 部 （０７０）旭川市 ６条西 １丁 目

仙 台 支 部 （９８０）仙台市上杉 ４の １の ５

福 島 支 部 （９６０）福 島市渡利字小久保 ８の ７

山 形 支 部 （９９０）山形市七 日町 ４の１２の２３

伝 道 所 所 在 地

釧 路 伝 道 所 （０８５）釧路市宮本町 ９番地

電 話 番 号

０１１ －５０五一 ７１７５

０１３４ － ２ － ８２２を

０１些３ － ２－ ７０５４

０１６６ － ２２－ １５昏５

０２２２ － ２５－ ０８９？

０２生５ － ２３－ ５３１３

２２３６ － ２３－ ３３８０

（０１５を 一 ４１－ ８８７７０１５４ － ４１－ １８２３）

帯 広 伝 道 所 ．（０８０）帯広市西 １条南２３丁 目 １番地 Ｏｌ５５２－ ３－ ７６５６

函 館 伝 道 所 （０４０）函館市八幡町１２の １ ０１３８－ ５２－ １１５０

岩 見 沢 伝 道所 （０６８）岩見沢市 ５条西 １２丁目 ２の ８０１２６２－ ３－ ００騒

苫 小 牧 伝 道 所 （０５３）苫小牧市中野８６ ０１鱒 ２－ ３一 卯４７

盛 岡 伝 道 所 （０２０）盛岡市名須川町１０の ９ ０１９６－２３－ ３６５７

郡 山 伝 道 所 （９６３）郡山市虎丸町２２の ８ ０２妬 一 ３－ ６４０６

秋 田 伝 道 所 （ＯｌＯ）秋田市楢山館の越５５の １ ０１８８一 紬 一 ４０８９

八 戸 伝 道 所 （０３１）八戸市大字上徒士町 ５番 地 ．Ｏｌ７８２－ ２２－ ９８９３

弘 前 伝 道 所 （０３６）弘前市大字若党町騒 の１ ０１７２２－ ４－ ９６６７

青 森 伝 道 所 （０３０）青森市沖館千 苅 １０６の ５ ０１四２－ ７７－ １８６７

石 巻 伝 道 所 （９８６）石巻市 門脇町 １の ８の２４ ０２２５２－ ３－ ０７０３

会津若松 伝道所 （９６５）会津若松市馬場下五之町 ２７番地 大塚呼出 ２－ ６６５９

札 幌 東 伝 道所 （０６２）札幌 市月寒西 ３条 ７丁 目鱒？一６－５
０１１－ ８６１－ ７３３４
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〈日本 中央 伝 道 部 の 頁 〉

〈バプテスマの記録更新！３月中に１３２名〉
日本中央伝道部ではまたもやバプテスマの数の記録更新が樹立された。

３月中の １か月間に １３２名のバプテスマがあり，１９７０年１１月 の １２４名の最高記録を大幅に更新 した。 １か月に２８人のバプテ

スマを記録 した阿倍野支部では３月２８日の １日中に１６名の驚 くべき数のバプテスマを記録 しまるで初期のモルモン教会時代を

思わせる壮観さであった。宣教師の大いなる働きと支部の全員の協力を心より感謝致 します。主の大いなる導きと恵みが中央

伝道部にございますことを強 く感ぜざるを得ない大いなる１９７１年 ３月で した。

〈中央伝道部誕生大会盛大に開かる！ ９６０名の出席者を記録〉
中 央 伝 道 部 で は ４月 ３ 日（土 ）～ ４月 ４日（日）にか けて 伝 道 部 誕生 大 会 を下 記 の 如 く盛 大 に催 した。

４月 ３日（土） ！ ４月 ４日（日）

大運動会 １０：３０－１５：３０¢ 字玄翼 三） … 神権 会と扶助協会 ・

・蔑

蕪鞭 編 ・・

〆 ’

∵ｒ

＼
妙噸

ご

建

ぱ

〈全姉妹による地方部対抗綱引き〉

姦セ う

ド げド　

饗懲

９・００－ １０・３０ （於器輔 民会）

鐘 譲 ・…．…盤 １瓢 ㌶ 講 麟 ：：：：：：：：：蹴 騨 。∴ 部１
なお４月 ３日（土）には約 ６５０人の参加者が走 り食べ踊 り歌いフエローシップを楽 しみま

した。 ４月 ４日（日）の大会には ９６０「名のモルモン大家族が出席 し岡崎伝道部長夫妻の残 り

少なくなった在任期間を惜 しみ部長の偉大な業績をたたえ大成功の中に大会を閉 じた。

灘 ・織 ド…ぼ

遡黙 灘 鰻懇
ｘゼ 嘔

鰹野一 鋭 桟…ギ１

。．調婦撫讃

〈阿倍野支部 の優勝旗 返還〉

蓉 藤三撫晒 磁喝 裁羅
議 一． ． ボ ・ ぞ

韓雛騨
く宣教師による大 コ．一ラス〉

繍

〈神権会での伝道部長の話〉

〈高知支部の兄弟による選手宣誓〉

メ

〈伝道部と各地方部対抗 リレー〉

・秘調

〈一般大会一部〉

？繍

記 ニン ㌻ 陣緯幽藁
． ・・ ，触 証 胴 ㌃二・ぐ 。噸

〈 支 部 対 抗 リ レ ー 〉
坤■ 騙 剛剛 剛

譲覇 、

驚晦
鎖

〈全兄 弟によ る地方部対抗 騎馬戦〉

騨 ㌧．購 纏

』喋

〈姉妹による琴演奏〉

〈一般 大会 二部〉 １４７



日本西部伝道部

く九州地方部大会〉

甑 Ｌ 議羅撫 勝 為騰纏 ．

３月２７，２８日の両 日，福岡において九州地方部大会が開かれました。渡辺伝道部長をはじあ，指導者の力強 く霊感あふれ る

話に大きな力を得，新たな献身を胸に抱きつつ，参加者は帰途につきました。 この大会は初めて三百人を越える参加者を得・

着実な歩みが感 じられま した。本大会では，写真左より，安永，本田，藤本，曽田，藤 大坪の各兄弟がメルケゼデク神権を

受けました。

＜伝道部ＭＩＡ＞

伝 道 部 最 初 の ユ ー ス カ ン フ ァ レ ンス を ひ か え， 新 し く三 人

の兄 弟 姉 妹 が 加 わ り， 次 の よ うな 顔 ぶ れ と な りま した。

ＹＭ 会 長 西 俣 康

ＹＭ 第 一 副会 長 藤 和 哲

ＹＷ 会 長 西 俣 秀 子

ＹＷ 第 一 副 会 長 山 下 澄 子

ＹＷ 書 記 重 岡 あ け み

ユ ー ス カ ンフ ァ レ ンス は ８月 の ５， ６， ７， ８の ４日間，

福 岡市 内 の 各会 場 で 開 か れ ま す。

「愛 と一 致 」 を テ ー マ と し日程 は右 の 通 りで す 。

Ｍ Ｉ Ａ の 役 員 た ち

５日 （木 ） チ ェ ッ クイ ン， 開 会 式 ， 水 泳 大 会 ，盆 踊 り

６ 日 （金 ） 演 説 祭 ， 音 楽 祭 ，演 劇 祭

７ 日 （土 ） ス ポ ー ツ大 会 ， ダ ンス フ ェ ス テ ィバ ル

８ 日 （日） 伝 道 部 大 会

参 加資 格 は １２歳 以上 で あ れ ば １００歳 の 方 で も ＯＫ で す。 皆

さんがふるっ鯵 加 し，即 と証を強めていただ く・とを望

ん で い ま す。

〈モル モ ン経〉

嫡 ㌧

、Ｎ ：

機ｉ審１

　凄

嘱

曜

㌫

繋

これは長崎で見かけた書店の書棚です。宣教師が店主に依

頼 して，モルモン経の販売を始め，数 日のうちに十冊が売れ

追加注文を受けま した。隣りにならぶ，聖書 とともにベス ト

セラーの伸間入りをする日が待たれる。
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日 本 伝 道 部

「汝 らの事 ふ べ き者 を 今 日選 べ ，

我 と我 家 と は共 に エホ バ に事 へ ん 。」

日本伝道部大会

３月 ５， ６， ７日，東 京 第 三 ワ ー ドに お い て，

日本 伝 道 部 宣 教 師 大 会 は この テ ーマ の も とに 開 か

れ， １７５名 の 宣教 師 が そ こ に集 い ま した。 終 始す

ば ら しい雰 囲 気 の も と に会 は進 行 しま した が， 特

に土 曜 日 は東 京 ス テ ー キ， 副 ス テ ー キ部 長 で あ る

菊 地 良 彦 兄 弟 の 霊 的 な す ば ら しい お話 と 美 し い

「証 詞 」 の 歌 を 聞 くこ とが で きま した
。 ビル ス姉

妹 の 大 きな励 ま しと知恵 あ る言 葉 に私 達 は心 か ら感 謝 して い

ま す 。 又 ，福 音 に大 い な る知 識 を もち， た えず 宣 教 師 を 力 強

く導 い て 下 さ る ビル ス伝 道 部 長 は， 私 達 に新 しい プ ロ グ ラ ム

を 紹 介 して下 さい ま した。 それ は個 別 訪 問 の 時 に モル モ ン経

を貸 す プ ログ ラム が以 前 か ら行 なわ れ て いま す が ， そ れ に加

え て家 庭 の夕 べ の プ ログ ラ ムを 紹 介 し，今 ，宣 教 師 と共 に学

んで い る家 族 の人 達 に も具体 的 に ，且 ， 積 極 的 に家 庭 の夕 べ

を紹 介 す る こ とで す 。

日曜 日の 一般 大 会 に は ， １７５名 の宣 教 師 と多 くの求 道 者 を

含 めて ， ６４９名 の人 々 が 出席 しま した。 扶 助 協 会 の シ ンギ ン

グ ・マザ ーズ を ， は じめ幾 つ か の支 部 の美 しい コ ー ラ ス，霊

的 な 数 々の話 ， 帰 還 す る宣 教 師 の代 表 達 の述 べ る力 強 い， さ

よな らの証 詞 と愛。 どれ 一 つ を とっ て みて もす ば ら しい もの

で した 。

聖徒達はこの夏の神殿訪問計画を聞き，この大きな機会に

備えて準備をしようと言 う意欲と喜びで満ちていま した。ま

た，新 らしい支部や伝道地から６名の兄弟達が大神権を受け

られ， これからの若い彼らの働 きに期待 されています。

ス テ ー キ部 が組 織 され， 伝 道 部 が二 つ に分 け られ て か ら，

一 年 た った今
， この大 きな西 支 部 の建 物 が再 び あふ れ るば か

りい っぱ い に な っ た光 景 を 目 の あ た りに し， 私 達 は主 の 御 手

が ま さに こ こに あ る事 を改 めて ， ひ しひ しと感 じ， 心 よ り神

様 に感 謝 しま した。 そ して ， 主 の業 に励 む決 意 を あ らた に し

ま した。
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私 に きの うを与 えて下 さい 道

リチ ャ ー ド ・ Ｌ ・エ バ ン ズ

３世 紀 ほ ど昔 、 トマ ス ・ブ ラ ウ ンは 「私 の 中 に私 を怒 る別 の 人 間 が い る」・と

語 っ た。 こ れ こ そ、 己 れ の 内 に平 安 を見 出 せ な い で い る人 の不 安 を巧 み に言 い

あ て た言 葉 で あ る。 心 の 平 安 は人 が望 んで 止 ま な い もの 、 時 に は必 死 に乞 い求

め る もの で あ る。 で は 己 れ の 内 に あ っ て 己 れ を怒 る もの とは 、何 で あ ろ うか。

当然 その 理 由 は・さ ま ざ ま で あ ろ う。 しか し 多 くの場 合 、 人 生 の光 に 反 す る こ と

を行 な い 、知 っ て い る生 き方 に逆 らい、他 人 と不 和 に な り、 自分 の 内部 に矛 盾 を

い だ き、 お だ や か な良 心 を見失 い 、 な す べ き こ とや な せ た は ず の こ とを行 な わ

ず 、 ま た故 意 に誤 ち を犯 す こ とが 理 由 とな る。 エ ルバ ー ト ・バ バ ー ドの 次 の言

葉 が心 に浮 か ぶ。 「人 は 罪 に よ っ て罰 せ られ る。 罪 の ため に罰 せ られ る の で は

な い」急こ れ が律 法 と秩 序 の世 界 で あ る 。 自然 は律 法 に従 う。 天 体 と星 とは時 と

季 節 に応 じて荘 厳 に変 り行 く。 こ の物 質 世 界 に お い て あ る成 果 を望 む な らば 、

科 学 者 と して 、 技 師 、 製 作 者 、建 築 者 と し て、我 々 は律 法 に従 わ ね ば な ら な い。

物 質 的 、 霊 的 、精 神 的 に これ ほ ど複 雑 で感 じや す い 人 間 が 、 律 法 に 反 して歩 ん

で最 良 の 人生 が得 ら れ るな ど と、 なぜ 考 え られ る で あ ろ う か。 答 え は簡 単 、 そ

れ は不 可 能 で あ る。 体 を誤 用 す る時 、鋭 敏 な精 神 や霊 の機 構 をだ め にす る行 な

い を なす 時 、我 々 は代 価 を払 うの で あ る。 た とえ す ぐに そ の代 価 が 判 然 と し な

くて も悲 劇 は 、 払 う代 価 が我 々・の に な え る域 を越 え て い る こ とで あ る。 我 々 は

こ う嘆 願 した者 の 叫 び を心 に とめ る。「あ あ、 神 よ。あ な た の世 界 を も とへ戻 し、

私 に きの う を与 え て下 さ い ！」１ だ が 、我 々 は きの う に返 る こ と は で きな い。

人 生 は た だ一 本 の 道 を進 む の み で あ る。 我 々 は悔 い改 め る こ とが で き、 進 歩 す

る こ とが で き、 改 め るた め に最 善 を尽 くす こ とが で き、 正 し く健 全 な 目的 を い

だ い て平 安 を見 出す こ とが で きる。 しか し、悪 い 道 を変 え る ま で は、 真 心 か ら、

ま っ た く正 直 な心 で そ うす る まで は 、我 々 の 内 に己 れ を怒 る何 物 か が存 在 す る。

そ れ は真 に幸 福 な生 き方 で は な い の で あ る。・「あ あ、 神 よ 、 あ な た の世 界 を も

とへ 戻 し、私 に きの う を与 え て下 さ い。」そ れ は 人 生 の 道 で は な い。 我 々 は 、 己

れ の う ちに 怒 る 人 を持 たず して 、心 の 平 安 を得 る生 き方 をで き るの で あ る。

１．ブ ラウ ン，サー ・トマ ス… （１６０５－１６８２）’「レ リジオ ・メデ ィチ」， ＩＩ，１６４２，英 国

の著作 家 ，医 師

２，ハバ ー ド，エ ルバー ト… （１８５６－１９１５） 「実利 主義 者」，第 ９巻 ， Ｐ ．７ 米 国 の著作

家 ，評 論家

３．ジョー ンズ，・ペ ン Ｉｌ一 ・アー サー … （１８５１－１９２９） 「銀 の王」，英国 の劇 作 家
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